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〔開会の宣告〕  

遠藤洋路 教育長 令和８年６月定例教育委員会会議を開会いたします。 

  

〔会議の成立〕  

遠藤洋路 教育長 本日は、私のほか５人（３人以上で成立）の委員が出席して

おりますので、この会議は成立しております。 
会議規則第１４条第２項の規定に基づき、会議録署名人の指

名を行います。会議録署名人は、苫野委員と清田委員とします。

よろしくお願いいたします。 
 

〔公開の審議〕  

遠藤洋路 教育長 本日の会議の内容につきましては、会議日程のとおりですが、

本日の議事のうち、議第３９号 歳入歳出予算のうち教育に関

する事務に係る部分に対する意見について、は、会議規則第１

３条第２号「教育予算その他議会の議決を経るべき議案につい

ての意見の申出に関する案件」に該当することから非公開の審

議が適当と思います。議第３９号につきまして、非公開に賛成

の委員は、挙手をお願いします。 
 
（挙手） 
 
全員賛成により、議第３９号は、非公開とします。 

 
日程第１ 前回会議録承認 

遠藤洋路 教育長  それでは、「日程第１ 前回会議録承認の件」に入ります。 
 ５月２８日開催の令和８年５月定例教育委員会会議録を各委

員のお手元に配布しております。この会議録を承認することに、

ご異議はありませんか。 
 
（異議なしの声） 

 
異議なしと認めます。前回会議録は、承認することに決定い

たします。 
 

日程第２ 事務局報告 

・（１）事業・行事等報告について 
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《資料机上配付》 

 

西山忠男 委員  ７月１０日の第１回教育についての意見交換会というのは、

どことどこの意見交換なんですか。 

 
岡本真一郎 指導課副課

長 
 参加者は、教育長ほか事務局、学校との意見交換になります。

合計６回開かれる予定となっております。 

 

遠藤洋路 教育長  私と校長の意見交換というのに、事務局も参加いたします。 

 

西山忠男 委員  今までもあったと思うんですけど、その意見交換会でどんな

意見が出たかということを簡単にまとめて教えていただけたら

こちらもありがたいんですけど、いかがでしょうか。 

 
遠藤洋路 教育長  では、何回かありますので、例えばその年度のものをまとめ

てとかでよろしければ、その一続きのものが終わったときにま

とめてご報告を教育委員会会議にするということにしますの

で、よろしくお願いします。 

 
 

日程第３ 議事 

・議第３６号 令和９年度（２０２７年度）熊本市立高等学校入学者選抜の基本方針の策定 
       について 
 

《岡本真一郎 指導課副課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  私は、毎回同じことをお尋ねするんですけど、学区外入学枠

の件なんですけど、これ、例えば必由館の文理コースの場合は

１５％以内となっていて、３６名までとなっていますね。例年

この枠に対してどれぐらいの学区外の入学者の希望があるか、

すなわち、この枠に対する倍率ってどのぐらいあるのか分かり

ますか。 

 

岡本真一郎 指導課副課

長 
 すみません、ちょっと調べてあとで報告させていただきます。 
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遠藤洋路 教育長  前回のということですか。 

 

西山忠男 委員  要するに、私が気にしているのは、学区外からの入学希望者

がどれぐらいいるかということ、それを勘案してこの割合を決

めているのか、それとも、それとは無関係に学校側の事情で決

めているのか、そのあたりの考え方を知りたいということで、

倍率も教えていただきたいという質問でした。 

 

岡本真一郎 指導課副課

長 

 回答のほうは後程させていただきます。入試方針の作成に当

たりましては、各学校において意向のほうを確認しております。

１０年度の入試に向けて、枠についてはこれから検討していく

予定になっております。 

  

遠藤洋路 教育長  ちょっと調べていただいて、これはあれですか、必由館と千

原台がもし入っているんだったら、そちらに聞いたほうが早け

れば聞いてみますけど。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 

 必由館高校校長、佐藤です。よろしいでしょうか。 

これにつきましては３か年分調べておりますけど、 

 お時間いただいても大丈夫でしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  数字は、もし公表していないのだったら言わなくても構いま

せんけど、この学区外への入学枠が、今のここの案でいいのか

というのを判断するに当たっては、この希望者がものすごくた

くさんいるような状況であるのか、あるいは、むしろ枠のほう

が大きくて十分埋まっていないような状態なのか、それを知っ

た上で、これでいいのかということを判断したいということな

んですよね。ですから、おおむねどういう状況なのかというこ

とが分かれば、個々の数字は、ここで言っていただかなくても

構いませんので、この枠に対しての希望者は大体、希望者のほ

うが大きく超過しているような状況なのか、枠に十分充足して

いないような状態なのか、その辺、教えていただけますか。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 

 分かりました。校内では、学区外枠の基準、合格圏内の学区

外者の受験者数というのを調べました。合格圏内に学区外の受

験者がどれぐらいいるかという、ちょっと数字は申し上げられ

ませんけど、そのときに例えば文理コースですと、学区外の枠、

これは公表しています、２４名なんですけど、学区外、合格圏



令和８年（２０２６年）６月 教育委員会会議録【６月２５日（木）】 

 4

内にいる学区外の受験者数というのは、それを上回っている状

況です。 

 ただ、ほかのコースも合わせて見ますと、まず文理コースか

らいいますと、過去３年間それを調べました。そうしたところ、

令和６年度、若干オーバーしている、令和７年度も若干オーバ

ー、昨年度は大分、合格圏内の学区外受験者数というのは多か

ったです。 

 ただ、芸術コースにつきましては、合格圏内の受験者数とい

うのは、そこまで多くはなかったという現状があります。生活

デザインコースにつきましても、令和７年度については、多い

という状況はあったんですが、それ以外２年間はそうでもなか

ったと。全体としては、この学区外の枠について大幅な変更は

不要かなというふうに必由館校では思っております。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。文理コースのほうは、そもそも枠が違うとい

うところもあるかもしれませんけど、枠よりも多い希望者がい

るのが通常の年度だということで、芸術コースと生活デザイン

コースについてはむしろ枠が大きいこともあるのかもしれませ

んけど、そこまで枠を大幅に上回っているような希望者がいる

というような状況ではないという、そういう理解でよろしかっ

たですか、佐藤校長。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 

 はい、そのとおりです。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 千原台はいかがですか。 

 

角居竜夫 千原台高等学

校校長 

 千原台高校、昨年度の生徒の出願状況で申し上げますと、情

報ビジネス探究科については、学区外枠３０人に対して、前期

後期、延べの学区外出願者数は３０名となっております。一方

で健康スポーツ探究科については、学区外入学枠２０名に対し

て、出願者は延べ３１名となっております。当然前期で不合格

だった生徒が後期にも再出願しておりますので、あくまで延べ

数ではございますが、そのような状況になっております。 

 学校の意向として、どうしても学区外入学枠、特に健康スポ

ーツ探究科については、２０名という枠の中で、それを想定し

た生徒の募集を計画していくということになってきますので、

学校、特に健康スポーツ探究科としては、この学区外枠につい
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ては、特に私学も無償化した状況も踏まえますと、この２０名

という枠、５０％２０名という枠を拡大できれば非常にありが

たいという声が多い状況でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。千原台は、情報ビジネス探究科は枠相応の希

望者だけど、健康スポーツ探究科が枠よりもかなり多めの希望

者がいると、そういう状況ですね。分かりました。 

 

西山忠男 委員  私が予想した、言いましたとおり、必由館は文理コースが人

気が高くて、千原台は健康スポーツ探究科が人気が高いという

状況のようですよね。もし、例えば必由館の文理コースの場合、

学区外の受験者で合格圏内にいる人がかなりいるのであれば、

全体の質を上げるためにもう少し人数を増やしてもいいんじゃ

ないかなという気がいたしました。また、健康スポーツ探究科

のほうも、今学校側も要望しておられるように、かなり学区外

の入学希望者があるのであれば、もう少し増やしてもいいかも

しれないなという印象を持っています。この件はまたご検討い

ただければありがたいかと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  これについて、ほかの委員からご意見がありましたらお伺い

いたしたいですけど、いかがですか。特にありませんか。 

 では、西山委員がおっしゃったのも、今、今年のこれをどう

するというよりは、次に向けて検討してほしいというふうに理

解しましたけど、それでよろしかったですか。 

 では、次年度に向けて千原台高校は健康スポーツ探究科の枠

を拡大できたらいいと、必由館高校は現状でいいんじゃないか

ということでしたけど、文理コースについては枠よりも多い希

望があるという状況であるということですね。そういった状況

も踏まえて、この次の年度に向けての検討をしたいというふう

に思います。 

 

澤栄美 委員  ６ページの特別措置の中の障害等がある受験者への配慮事項

のところでお尋ねです。 

 全国的にもう何年か前から、障害がある生徒さんに対して受

験の方法とかを工夫しているというところで、市立高等学校も

そのようにしていらっしゃると思いますけど、「高等学校長は」

から始まりますので、高等学校の校長先生はこうしますという

ことなんですけど、受験者が自分はそういう配慮が必要なんだ
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というのは、流れとしてはどんな流れで上がっていくのかとい

うのを知りたいので、教えていただいてもよろしいでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  では、これも高等学校長に聞いたほうがいいですか。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 
 この特別措置につきましては、当然中学校のほうとも連携を

しながら行っていきます。その過程で中学校と受験生、保護者

の方のお話も希望等も伺っていきますので、高等学校で全て決

めるのではなくて、事前に中学校、保護者の方との連携を取り

ながら決めていっております。 

 

澤栄美 委員  一連の受験手続が中学校のほうであると思うんですけど、そ

の際に何か特別な、備考欄とか、そういったものがあるのかな

というのもちょっと知りたかったのと、それと、これまでの実

績として大まかでいいんですけど、結構そういった配慮という

のは、毎年なされてきているのかというのも教えていただけた

らと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  最初のご質問はあれですか、そういう正規のルートというか

手続があるのか、あるいは中学校と何か事前の協議で、何とな

く事実上決めているのか、その辺どうなのかという、そんなこ

とですか。 

 

澤栄美 委員  受験に関わる手続が、この生徒Ａはどこの高校を受験すると

かありますよね、その手続の中に、枠として配慮が必要かどう

かということを記入する欄があるとか、そういった手続なのか、

そういったことをちょっと知っておきたいなと思いましたの

で、よろしくお願いします。 

 

遠藤洋路 教育長  今の点、必由館佐藤校長、いかがでしょうか。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 
 受験の書類の中に記入する場所があるということはありませ

ん。出願をするより前に、中学校長のほうから高等学校長のほ

うに連絡といいますか、こういう受験生がいるんだけどと相談

があるというふうな形になっています。その後、先ほど申し上

げましたような話を進めていって、委員会のほうに配慮等の承

認願を出して承認を受けて、受験を実施するという流れになり

ます。 
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遠藤洋路 教育長  なるほど、つまり受験の書類の中に記入欄があるんじゃなく

て、受験する前に中学校から相談して、受験、こういうので大

丈夫そうですよということがあったら受験するという、そうい

う順番なんですね、今の話だとね。 

 

澤栄美 委員  口頭で学校から連絡をして、そういう流れになるということ

の理解でよかったですかね。正式な何か文書みたいなものを出

さなきゃいけないとか、そういうのがあるのかなと思ったので。 

 

楳木敏之 学校教育部長  基本的に、口頭だけではなくて、中学校から出す調査書とい

うところの健康面を書く欄がありますので、受験当日のことだ

けでなくて、その子にはこういうふうな配慮が要りますよとい

うのを書くことができますので、そこに、中学校側からすると、

調査書の中で、この子は非常に聞き取りが難しい、例えば左側

からの聞き取りが難しい状況があるとか、そういうのを健康面

はいろいろありますので、必要に応じてそういうところを入学

した後もちょっと配慮してほしいというようなのを書いた上

で、そこで、入試のときは当然授業と同じような環境の中で受

験させてほしいということで、校長から口頭で伝えていきます

ので、口頭だけのケースもあるかもしれないんですけど、そこ

に書いた上で、口頭ということで、全く書くところがないとい

うわけではございません。 

 

遠藤洋路 教育長  あとは実際どのぐらいいるかという話でしたか。 

 そこはいかがでしょうか。では、それぞれ聞いてみますかね。 

 

佐藤宏一 必由館高等学

校校長 
 すみません、先ほどの書類につきましては、口頭で行った後

に中学校から正式に校長名で書類を出していただいておりま

す。こういう配慮が必要でお願いしますということで、その後、

それを基に高等学校のほうで承認願を書きまして、委員会のほ

うに提出をして、承認を得るという流れになっております。 

 人数につきましてですけど、毎年ではございませんけど、１

名、２名程度おります。人数だけでよろしかったですか。中身

とかは。 

 

遠藤洋路 教育長  具体的にどんなことをしているのか、もし、可能な範囲で説

明できたらお願いします。 
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佐藤宏一 必由館高等学

校校長 
 配慮としましては、例えば試験時間を延長したりですとか、

例えば中学校の定期考査等で、もともとこういう配慮をしてい

ますというものがあれば、それをある程度そのまま受け入れる

形で配慮したりという、そういう措置をしております。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 

角居竜夫 千原台高等学

校校長 
 障がい等がある受験者への配慮については、例年人数の変動

ございますけど、病気や一時的なけが等で通常の検査室で一斉

に受験をすることが困難であるという受験者が年数名、例えば、

けが等で体を時々動かさないといけないであるとか、一時的な

給水が必要であるとか、そのような状況で別室での受験を行う、

必要に応じて中学校での配慮事項等に基づいた時間延長等の措

置を行うというようなことが例年数名、実績があるというふう

に把握しております。 

 

遠藤洋路 教育長  澤委員、よろしいですか。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 では、ほかになければ採決を行います。 

 議第３６号 令和９年度（２０２７年度）熊本市立高等学校

入学者選抜の基本方針の策定について、ご承認いただくことに

ご異議ありませんでしょうか。 

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３６号については原案のとおり決定いたします。 

 では、先ほど西山委員からもありましたように、学区外の入

学枠に関しては来年度に向けて検討するということでお願いし

ます。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３７号 令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さくら支援学校入学者選抜の基本 
       方針の策定について 
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《竹内賢二 特別支援教育担当課長 提出理由説明》 

 

西山忠男 委員  平成さくらも、それからこの県立特別支援学校も知的障がい

のある方のみ受け入れているみたいですよね。身体障がいのあ

る方はどこが受け入れているんですか。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 県立の基本方針については知的の特別支援学校だけではなく

て、知的及びほかの障害種も含めた特別支援学校全ての入試の

基本方針になっております。 

 

西山忠男 委員  よく分からなかったんですけど、例えば、本市においては、

身体に障がいのある方を受け入れる学校としてはどこがありま

すかというお話です。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 熊本市では、肢体不自由の特別支援学校はどこかということ

でよろしいでしょうか。西区にありますかがやきの森支援学校

が肢体不自由の特別支援学校になります。また、県内に関しま

しては、松橋支援学校が肢体不自由の特別支援学校になってお

ります。 

 

澤栄美 委員  お尋ねです。毎年入学の選抜試験のことについて挙げられて

いると思うんですけど、改めて読んでみたときに、出願資格の

ところで、２ページの１の（１）のウのところなんですけど、

令和８年度に平成さくら支援学校の教育相談を受けている者と

いうふうにありますけど、このことについて少し詳しく教えて

いただけますか。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 この教育相談を必ず個別に受けるということは、平成さくら

支援学校だけではなくて、県立の支援学校でも同じように示さ

れているところでございます。特別支援学校によって障害種と

か、教育課程、学校の様子あたりも違いますので、必ず学校を

見学して、教育相談を受けて、対象の障害種なのかとか、どう

いった教育的な支援を求められているのかとか、そういった教

育相談を受けてから、その内容を本人・保護者がしっかり理解

して出願をしていただくということで、個別の教育相談につい

て記載されております。 
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澤栄美 委員  それは学校を通してですか、それとも保護者が直接に何か連

絡をしてという形なんですか。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 基本としては学校を通して申し込んでいただいておりますけ

ど、中には保護者から直接申込みもありますので、その場合に

は、そこで保護者からの依頼は受けますけど、学校にも必ずそ

れを保護者から伝えていただき、学校からも再度連絡していた

だくということで対応しているところでございます。 

 

澤栄美 委員  中学校３年生になると学校の紹介が夏前ぐらいから来て、学

校見学とかありますけど、そういったお知らせとかの中に、平

成さくらなりほかの支援学校もそうですけど、そういうことが

必要ですみたいなのがパンフレットの中には書いてあるんです

か。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 平成さくら支援学校につきましては６月にオープンスクール

を実施しております。そこで入試についての説明も盛り込んで

おりまして、その中で受検を希望される場合には、必ず個別の

教育支援相談が必要になりますということを、お伝えしており

ます。また、例年１０月に入試説明会を中学３年生及び支援学

校の中学部３年生を対象にしておりますので、その中でも再度

お示しをしているところでございます。 

 

澤栄美 委員  ありがとうございました。 

 ちょっと仕事上、いろいろ相談の中で疑問に思ったこともあ

ったので、確実にしておきたいなと思いましたので、ありがと

うございました。 

 

遠藤洋路 教育長  今の点で私から単純な質問なんですけど、事前に時間があれ

ばもちろんそうなんでしょうけど、例えば急に引っ越してくる

とか、平成さくらではあまりないかもしれませんけど、急に障

害を持つようになるとか、そういう場合はどうするんですか。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 
 この事前の教育相談というのは、出願するまで受け付けてお

りますので、緊急の場合も対応する、これは県立も同じですけ

ど、直前まで対応するというところで実施しております。 
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遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 ほかにいかがですか。 

 

西山忠男 委員  同じ２ページの３の学習検査等のところなんですけど、イに

必要に応じて受検者本人に対して面接または面談を行うことが

できるとありますけど、全員に対して実施しなくていいんです

か。どういう場合に面談・面接を行うんでしょうか。 

 

竹内賢二 特別支援教育

担当課長 

 この面接、または面談は必要に応じてというのは、学校のほ

うで面接を実施する、または面談を実施するということで決定

されております。平成さくら支援学校につきましては、コロナ

以前は面談を実施しておりましたけど、コロナになりまして、

また受検者も多くなりまして、午前中で入試を終わるというス

ケジュールで実施するために、現在は、面談は実施していない

状況になります。 

 

西山忠男 委員  事情は分かりましたけど、ちょっとやっぱり気になりますね。

やっぱり面接は実施したほうがいいんじゃないかという気がす

るんですけど、学校側の判断で、それで今問題ないということ

であればいいんですけど、どうなんでしょう。 

 
竹内賢二 特別支援教育

担当課長 

 面談の代わりに必ず個別に教育相談を実施しまして、そこで

対応をした職員が面談の内容と同じ項目を聞き取るというかた

ちで実施しているところでございます。 

 
遠藤洋路 教育長  今やっていないんだったらこの記述、要るんですかね。なく

てもいいのか、そういうわけじゃないですか。 

 
竹内賢二 特別支援教育

担当課長 

 ここはあくまでも学校の判断になりますので、やはり面接ま

たは面談が必要ということで学校が判断されれば、これをやっ

てもいいということになっております。 

 
遠藤洋路 教育長  みんなやるか、みんなやらないかだったら分かるんですけど、

人によってやったりやらなかったりするというのは何か公平性

がないようにも思いますけど、そんなことはありませんか。 

  
竹内賢二 特別支援教育

担当課長 

 すみません、説明が少し不足しておりました。面談をする場

合には必ず全員面談を実施しており、現在は面談の代わりに全
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員に対して個別の教育相談を実施しているということになりま

す。 

 
遠藤洋路 教育長  分かります。これまではそうですよね。この書き方だと、必

要に応じてなので、人によってやってもやらなくてもいいみた

いに読めるので、学校がやろうと思ったらやっていいですよと

いうことだと、やる人とやらない人が出たらどうなんだろうな

という質問だったんですけど。 

 
竹内賢二 特別支援教育

担当課長 

 すみません、そういうふうにも読み取れますので、ここの文

言については、誤解が生じないように、検討をして修正をして

いきたいと考えております。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。そういう運用を今までしているわけじゃない

ということですから、今年急に何か、じゃ、この人とこの人だ

け面接しますということもしないんだろうとは思いますけど。

そういうことじゃないんだというのが分かれば、なおよいと思

いますので、そこは考えていただければと思います。 

 ほかにいかがですか。よろしいですか。 

 今の部分も、今すぐということじゃなくて、次の次年度に向

けて考えていただければと思います。 

 では、ほかにご発言がなければ採決を行います。 

 議第３７号 令和９年度（２０２７年度）熊本市立平成さく

ら支援学校入学者選抜の基本方針の策定について、ご承認いた

だくことにご異議ありませんでしょうか。 

 
 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３７号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

・議第３８号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱について 

 

《勝田広幸 総合支援課長 提出理由説明》 
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遠藤洋路 教育長  確認ですけど、備考のところに３期６年とか４期８年と書い

てある、これは今までこの年数やっていますよという意味です

か、それとも今回選任したらこれになりますよということです

か。 

 

勝田広幸 総合支援課長  お尋ねの部分は、この６月末までになります。 

  

遠藤洋路 教育長  つまり、今までこれだけやっています、だからあと再任した

らプラス２年になるということでよろしいですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  さようでございます。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、本件についてご意見、ご質問がありましたらお願いい

たします。 

 

西山忠男 委員  再任の件で、吉田先生が８年を超えて１０年の任期になると

いうことで、私、吉田さん非常によく知っていて、すばらしい

先生なので、これは非常にいいと思うんですけど、やっぱり次

の人も探しておかないといけないですよね。だから、吉田先生

の後継者となれるような人をやっぱり探す努力も今からしてお

かないといけないと思います。お願いします。 

 

遠藤洋路 教育長  やっぱり全員再任の場合に、じゃ、次いつ代わるのというの

が問題になるわけで、２年プラスすると、２年後は４期８年や

った人が２人と、５期１０年やった人が１人ということで、３

人がもう交代ということになるわけですよね。その場合は３人

一遍に代えるんですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  ４人のうち３人となりますと、過半数以上の交代にもなりま

すので、後任も含めて検討しながら、徐々に交代していただけ

るよう進めていければと考えます。 

 

遠藤洋路 教育長  でも、先ほどの８年までですよと、それ以上やるのは、余人

をもって代え難い人の場合は８年以上でもいいですよというこ

とですから、みんな一気に代わっちゃうから、この人は代えま

せんという理由は多分成り立たなくて、余人をもって代え難い
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人だから、もう１期残ってもらいますということをこの３人の

うち誰かについて、次回言わなかったらもう３人まとめて代え

ざるを得ないと思うんですよね。委員の構成上あまり一気に代

わってもらっちゃ困りますという理由で再任してもらうという

のはできないですよね。ですから、そこはいかがですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  今、教育長がおっしゃったみたいに、後任の方が見つからな

い場合もございますので、次のことも考えながらまたお願いす

る場合もあるかもしれませんけど、できる限り、最大限後任の

方が見つかるよう努めていきます。 

 

遠藤洋路 教育長  つまり、余人をもって代え難いというのは、後任がいないと

いうか、そういう意味だということですか。今、できるだけ後

任を探しますということは、次回３人代えられるなら３人代え

ますという、そういう意味で受け取ってよろしいですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  教育長がおっしゃった前者でございますので、しっかり考え

てまいります。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。次回どうするかということを考えた上で、今

回決めるんだとして、やっぱりある程度、３人一遍に代えない

ということであれば、今回誰かこの中でお１人交代するという

のが本来のやり方だと思うんですね。そこは検討したんですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長 そのような申出もございましたので、そちらも検討はしたんで

すけど、なかなか後任の方がおられないところもありましたの

で、またお引き受けいただいている事情もございます。 
 

遠藤洋路 教育長  分かりました。でしたら、やっぱり次の２年間で後任の方を

探すということと、もし３人代えないなら、誰にどんな理由で

もう１期残っていただくかということをやっぱり考えておかな

きゃいけないと思いますので、それは２年後になって、やっぱ

りすみません、３人代えますということになるのか、そうじゃ

ないのか、そこはしっかり準備しておいていただければと思い

ます。 

 では、ほかになければ採決を行います。 

 議第３８号 熊本市いじめ防止等対策委員会委員の委嘱につ

いて、ご承認いただくことにご異議ありませんでしょうか。 



令和８年（２０２６年）６月 教育委員会会議録【６月２５日（木）】 

 15

 

 （異議なしの声） 

 

遠藤洋路 教育長  ご異議なしと認めます。 

 議第３８号については原案のとおり決定いたします。 

 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

日程第４ 協議 

・（１）部活動における児童生徒の安全な移動に関する通知について 

 

《安方史宜 指導課教育審議員 説明》 

 

西山忠男 委員  最後の通知の要旨の一番最後ですが、教職員は原則として車

両の運転を行わないことというのは、これはどういう理由でこ

ういうことになるんですか。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
 原則として、教員は部活動というのは、部活動の監督業務、

それから役員とか審判とかいう業務がありますので、本来、移

動の業務というのは、教員の業務外のことというふうなところ

で捉えております。緊急時とかそういったときには、教員がこ

どもたちを乗せていく場合も想定されるということですので、

原則として車両の運転は行わないというふうなところで書いて

あります。 

 
西山忠男 委員  学校によってはマイクロバスを所有していて、それを教員が

運転して、生徒を連れて行くということは全国的によく行われ

ていることなんですけど、それを禁止するということですか。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
 もともと、以前、県の通知で平成２５年に、教職員は運転を

行わないことというふうなところでの通知が出ておりました。

それは教職員に重大な責任を負わせないというふうなところも

あったと思いますし、本来、教員が担うべきではない部活動に

対して、運転業務まで与えてしまうと過重負担になるのではな

いかというふうなところでの通知であったというふうに思って
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おります。そういった意味で、我々も教員でしたが、生徒を乗

せて運転してはならないというふうに指導をしてこられました

ので、ここは運転してもいいというふうになっていくと、それ

なりの説明が必要なのかなというふうなところを考えていると

ころです。 

 
西山忠男 委員  いや、私が気にしているのは、教職員が運転しないのであれ

ば、保護者が運転するわけですよね。ということは、責任を保

護者に転嫁しているわけですよ。それでいいんですかというの

が私の基本的な考え方なんですよ。これ、教育業務ですよね。

だから、部活動というのをどういうふうに捉えるのか、その捉

え方によって変わってくると思いますけど、部活動全てについ

て責任を取るのであれば、やはり教職員が運転するか、教職員

が運転しないんだったら貸切りバスとか公共交通機関とか、そ

ういうふうにすべきであって、保護者に責任を転嫁すべきでは

ないと私は思うんですけど、その点はいかがでしょうか。 

 

安方史宜 指導課教育審

議員 
 おっしゃるとおりだと思いますが、部活動というのは、全員

強制加入とかというところでありませんので、任意に加入をす

るというふうなところで、保護者の送迎というのは、基本的に

自分の子は自分で送っていくのが基本としていますので、保護

者の善意によって乗り合わせをしていくと、隣の子をちょっと

うちが送っていくからというふうなところまでは禁止にはでき

ないかなというふうに考えております。捉え方としては、指導

課内でも随分議論をしましたが、保護者は私的行為というふう

なところで、学校はやっぱり公務というふうなところで捉えた

場合に、教職員に負担をかけるのはちょっと適当ではないかな

というふうに考えました。 

 
遠藤洋路 教育長  今の点は、最後の通知の要旨というところにありますけど、

これまでは保護者の善意で、保護者が自発的に乗り合わせをし

ていたわけですけど、それはよくないということで、校長から

委嘱をして保護者に運転してもらうというふうに変えましょう

ということですよね。ですから、今の説明の部分、保護者が善

意でやっているからいいんじゃないですかという部分は少し違

うと思うんですけど、そこはいかがですか。 

 
安方史宜 指導課教育審  おっしゃるとおりだと思います。失礼しました。校長が委嘱
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議員 して、無理のない計画を、事故が起こらないようにする責任と

いうのは、もちろん市に、学校にあると思いますので、その点

を通知で明らかにすると、強制をしないというふうなところが

本通知の趣旨でございます。 

 
遠藤洋路 教育長  強制をしないというのは、もちろん委嘱するので、無理やり

委嘱するということはないと思いますから、そこはそうだと思

います。どうなんでしょうね、部活動がそもそも任意でやって

いる、全員参加の活動ではないからということで言ったら、大

会の運営とか引率とかも同じように、別に教員がやらないとい

うことにはなりませんか。大会の運営や引率は教員がやるのに、

運転は任意の活動だからという理由で教員がやらないという、

そこは何かつじつまが合っていないようにも思うんですけど、

いかがでしょうか。 

 

安方史宜 指導課教育審

議員 
 はい、おっしゃるとおりだと思います。 

 ただ、現実的には、役員とか指導、それから審判とか、教員

がやらないと大会が成り立たないような現状もありますので、

そういったところも考えると、ちょっと運転業務まで担わせる

というのは適当ではないかなというふうに考えております。 

 
遠藤洋路 教育長  ですから、教員がやらない理由は、部活動が任意の活動だか

らではなくて、やりたくないからということですよね。やりた

くない人がほとんどだから、無理やりにはやらせられませんと

いう理由で、教員にはやらせないということなんじゃないんで

すか。多分そういうことじゃないと説明できないと思うんです

よね。運転はやらないけど大会の審判はやりますと、じゃ、逆

に運転はして大会の審判は別の人にやってもらってくださいと

いうこともあるかもしれませんし、だったら運転だったら運転

する教員、運転する職員をもう１人追加したらいいじゃないで

すか。同じ人がしなきゃいけないなんていうルールは別にない

ですよね。ですから、やらない理由には、先ほどの説明は多分

なっていなくて、やらない理由は、やりたくないからだと。保

護者はやってもいいよという人はいるけど、教員はみんなやり

たくないと言っていますという現実があるから、こういう案に

なっているんじゃないんですか。そういう現実に合わせた案だ

と私は思うんですけど、いかがでしょうか。 
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安方史宜 指導課教育審

議員 
 すみません、教職員に聞き取り等も行っていませんので、こ

こで、やはりひょっとしたらやりたい人もいるかもしれません

が、全員が全員やりたくないと言っているのではないかなとは

思っているんですけど、この通知の意味としては、教員の負担

軽減というふうなところで考えた案でございます。 

 

遠藤洋路 教育長  ですから、私は別に教員に運転させろと言っているわけじゃ

なくて、現実問題、ほとんどの先生はやりたくないと言ってい

て、やってもいいよという保護者がいるんだったらその人にお

任せするというのは、西山委員がおっしゃっているように、な

ぜ教員じゃなくて保護者なんですかと、それはやりたい人が保

護者の中にいて、教員にはいないからですというのは、十分現

実的な理由としては、私は成り立つと思うんですよね。そうじ

ゃなくて、教員がみんな、だったら運転するよと言っているの

だったらまた話は別だと思いますけど。 

 今、先ほど校長から聞き取りをしたら、いや、なかなか難し

いんじゃないのという話だったという、そういう現実に合わせ

た案なんじゃないかと思ったんですよ。ですから、別にその何

か理論上教員がやっちゃいけない業務ではないですよね。だっ

てその大会の運営だって引率だってやるんだから、別に車の運

転することは別に法律的にされているわけじゃありませんか

ら、やったっていいんだけど、やったら大変だからということ

で、じゃ、何で過剰な負担になるんですかと、じゃ、大会の審

判や運営をする教員と、別の教職員が運転したらいいじゃない

ですかという、そうしない理由は何かあるんですかといったら、

それは別にその業務をやりたい人がいないからじゃないんでし

ょうか。 

 
澤栄美 委員  質問しようと思っていたんですけど、最後の部分の、車両の

運転を行わないことというのは、こどもを運搬する車両の運転

を行わないことですよね。何かそこら辺がちょっと交錯してい

るかなと思って。だから、それと西山委員がおっしゃった、私

はどうしても自分のこどもが中学校のときのイメージで考える

んですけど、そういうマイクロバスを持っている中学校ってあ

りますか。ないんじゃないかなと思うんですよね。 

 だから、普通の乗用車にこどもを３人から４人に乗せるとい

う前提で、話を持っていかないと、何かちょっと交錯している

かなと思ったので。この車両の運転を行わないことというとこ
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ろが、今お話聞いていると、荷物を持っていくものとか審判す

るために行く人とかも重なった話になっているかなと思ったの

で、もしそういうことであれば、この生徒を運搬するための車

両の運転を行わないことというふうに明記したほうがいいのか

なと思ったんですが、いかがでしょうか。 

 

遠藤洋路 教育長  今まで議論していたのは、別にみんな一緒くたになっている

わけではなくて、当然、こどもを運搬する話しかしていなくて、

当然、会場まで教員が自分の車で運転して、自分で１人で行っ

て審判することを禁止しているわけではないし、自分の学校に

自分の車で通勤することを禁止しているわけではありませんか

ら、そこは多分大丈夫だと思うんです。 

 
澤栄美 委員  私は少なくとも、これ違うんじゃないとやっぱり思ったので、

今までの議論は置いておいても、そういうふうに明記していた

ほうがいいのかなと思いました。途中で入ってしまってすみま

せん。 

 
遠藤洋路 教育長  ですから、生徒の送迎は行わないという意味ですよね。もう

これから熊本市の教員は車の運転を一切禁止しますという意味

ではないです、もちろん。そしたら通勤できなくなっちゃいま

すからね。 

 ただ、じゃ、荷物を運ぶのはどうなのかとか、あるいはマイ

クロバスと、三、四人乗りと違うんじゃないかという話は確か

にあるかもしれなくて、マイクロバスは千原台高校とかはあり

ますから、これ高校の場合も含めていますよね、ですからどっ

ちの場合もあると思うんですけど、基本的に中学校の場合は教

員がマイクロバスを運転していくという、持っているところは

ありません。ただ借りるという可能性はあります。ですから、

レンタカーを借りて、マイクロバスのレンタカーを借りて誰か

が運転していくということは、方法としてはあり得ます。今や

っているかどうかは別として。なので、それも含めて教員は運

転しないということがここに書いてあるんだというふうには思

いますけど。 

 
村田槙 委員  確認ですけど、一番最後に、今後国の取りまとめ、周知、６

月末予定を踏まえて改めて検討を行うというふうにありますの

で、それを受けて、改めてこちらでまた案が細かくできたもの
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を検討していくという形ということでよろしかったですかね。 

 

遠藤洋路 教育長  はい、そうです。 

 
村田槙 委員  であれば、ここでの表記というよりは、６月末の国の取りま

とめを受けて出来上がったその次の案のときに、もう少し細や

かな表記とかというところは、もうそのときに変えていった上

でこちらを見させていただけるということですね。 

 
遠藤洋路 教育長  細かい表記とかは、これでということではありません。ただ、

熊本市としての基本的な考え方を決めておかないと、国の通知

が出た、じゃ、それを右から左に流せばいいかといったらそう

ではないだろうということで、やっぱりそれは前回もあれだけ

協議会で議論しましたので、国の通知を待たずに、やっぱり熊

本市としての基本的な考え方はまとめておきたいという、そう

いう意味で今日ここにお出ししているということです。 

 
村田槙 委員  ですので、細かい、どんな車両の運搬なのかというところを

あまりここでこれ以上話すよりかは、基本的なことでというこ

とで認識をしておけばいいということでよろしいですか。 

 
遠藤洋路 教育長  どこまでが細かい話なのかということにもよりますけど、も

しかしたら車両の大きさとか何を運ぶかというのも、それによ

って教員が運転していいかどうかが変わってくるんだったら、

細かいことじゃなくて基本的なことの中に入っているのかもし

れないとは思いますけど。 

 
西山忠男 委員  もとの私の質問に戻ります。教職員は原則として車両の運転

を行わないこと、要するに生徒の送迎を行わないことと明記し

て、送迎は保護者がやってくださいというのは、責任逃れじゃ

ないですかと申し上げているわけですよ。先生もやります、で

も足りない分は保護者の協力をお願いしますというのであれば

保護者も納得するかもしれないけど、全部保護者にお願いしま

す。それでいいんですかというのが私の基本的な考え方です。 

 送迎については原則として各自保護者送迎とし、とあります

けど、これ、絶対これできませんよね、非現実的ですよね。だ

って会場によっては入庫できる台数が限られているわけですか

ら、全員が保護者が行ったらもうその時点でもアウトになって
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しまうわけですから、行くんだったら乗り合わせしかないわけ

ですよ。そうでしょう。そしたら、保護者が乗り合わせで全部

送ってくださいと、そっちが全部やってくださいと丸投げする

わけですよね、それでいいんですかと。 

 だから、教員の中には、いや自分がマイクロバスを運転しま

すという人がいたら、それでやってもらってもいいじゃないで

すか。先生がやる学校もあれば、乗り合わせでやる学校もある、

それ、どっちもあっていいと思うんですよね。完全に保護者に

責任を丸投げするという姿勢はおかしいんじゃないですかとい

うのが私の基本的な意見です。 

 
楳木敏之 学校教育部長  西山委員の今のご指摘で、教員が運転してはならないという、

禁止するという根拠は、実際はありません。実際、高校でも運

転していたり、実際、運転することができる状況にありますの

で。ただ、部活動がそもそも今までできてきた過程で、今もな

んですけど、教員にとっては部活動の大会に行くときとかいう

のが、そもそも勤務日ではない日に、代替日を月曜とかもらえ

るような勤務日でもないところ。言ってみたら、少し手当は出

ますけど、分類からいくとボランティアに近い、そういうとこ

ろで行っているので、これまでは、先生たちが担うところはや

っぱり指導とか運営とか、それから大会の管理、大会も教員だ

けで実施しているんですよね、今の中学校・小学校の部活動の

大会というのは。そこまで最初から、会場押さえから大会運営、

最後の片づけとかまで見取って終わるというような、駐車場の

対応とか、そういうのもやっているので、これまでは、長年や

ってくる中で、先生たちは大会運営とかこどもたちの指導・教

育の分野で関わってほしいと。 

 そして、例えば、部活動の会計とか、そういう部分とこども

たちの移動に関しては保護者がやりますよということで、部活

動のＰＴＡ会長なんかが、トップの部活動振興会という会なん

かもあるんですよね。その中でやっぱりそういう役割分担の中

でやっていきましょうということで来ているので、教員が運転

はできないんですけど、その運転分野まで教員には課さないと

いうような、何となく確かに取決め自体はそんなにないんです

けど。そういう中でやってきて、その代わり先生たちは、サッ

カーとかバスケに行ったら、１日６試合あるなら２試合とか３

試合、審判もその中で大会運営のために交代でやっていくとい

うことをやっているので、その後、送迎の部分は保護者が担い
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ますよというような流れができてきてしまったというところ

が、ここでそういう役割分担の中で部活動を運営してきたとこ

ろで、今まで先生たちがやっている大会運営とかそういうとこ

ろ、大会の組合せづくりなんかも全部教員がやっているわけで

すよね、別の時間を取って。その上に運転もプラスして、やっ

ぱり保護者だけに任せると不公平だろうということで、それは

運転だけ見たらそうかもしれないんですけど、そこはどう役割

分担をしていくかというのは、とても本当にどういう形がいい

のかというのは、ちょっと議論しないといけないかなとは思っ

ているところです。 

  

西山忠男 委員  楳木先生の言われることはもっともですけど、楳木先生はあ

くまで教員の視点でお話をされていますよね。保護者の視点か

らしたら、何でそんな乗り合わせて、よその子を乗せて自分が

責任負って運転していかないといけないのかという気持ちはや

っぱりあると思うんですよ。実際、こういう仕組みでやって事

故が起こって、みんな死んじゃったら、大変な話になりますよ

ね。絶対ものすごく大変な話になると思います。 

 だから、乗り合わせするんだったら、乗り合わせを認めると

いうことを何かもうちょっときちんと、それできちんと責任が

取れるんだという形にしておかないと、これで本当に責任取れ

るんですかねというところですよね。絶対裁判になりますよ。

裁判になったら市は負ける。私は、基本的に言いたいのは、教

職員は原則として車両の運転を行わないことということを明記

することはおかしい。 

 

遠藤洋路 教育長  まず、苫野委員が発言したいということで、苫野委員でいい

ですか。 

 
苫野一徳 委員  今の件に関して２つお尋ねしたいなと思ったんですが、３ペ

ージの乗り合わせに関して保護者から聞かれる送迎に関する困

り感というのがあるんですけど、この右側、乗り合わせを禁止

した際の影響とかその他の意見、これも保護者からの意見でし

ょうか。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
 顧問が保護者との会話の中でということです。ですから、直

接的に保護者から聞き取ったというのではありません、両方と

も。 
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苫野一徳 委員  となると、今の西山委員のお話を受けると、保護者の意向も

聞いたほうがいいんじゃないかなというふうに思います。保護

者だけに責任を押しつけるのは論外だという話が多ければ、ま

たそこを考えなきゃいけないと思うんですけど、いやいやもう

それは先生方に全部任せるのはさすがにちょっと無理があるで

しょう、私たちが協力しますよという声が多かったら、それは

それでまた考えが次に行くかなというふうに思いますので、こ

こは校長先生のご意見だけじゃなくて、保護者の意見も一定、

アンケートを取るのかあるいは保護者の方々、集まっていただ

いて一緒にお話をするのか、いろんな方法あると思いますけど、

それをやってみるのがまず一ついいんじゃないかなということ

を思いました。 

 それともう一つ、関連してなんですけど、一番最後のページ

で、下から２番目の丸、事故に関わる責任は原則として運転者

に帰属するものの、送迎に係る計画及び運営に関しては市が責

任を負うと。これ、西山委員おっしゃったように、例えば死亡

事故なんか起こってしまった場合は、それは当然保護者の方が

責任を負わなきゃいけないわけですけど、この「計画及び運営

に関して市が責任を負う」のこの責任の意味がいまいちよく分

からないなというのがありまして、そこをちょっと明確にして

いただきたいなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

安方史宜 指導課教育審

議員 
 例えば、ここの計画というのは、例えば早朝に運転をしなけ

ればいけないような計画を立てるとか、長時間の運転を強いる

とか、それから運営で言いますと、あまり運転に適格じゃない

人に運転を依頼するとか、計画運営そのものの責任を学校ない

し市が負うというふうな意味合いでございます。 

 
苫野一徳 委員  そうですね、前回議論になったときに、例えば先生とか市の

職員で何かそういった事故を起こしてしまった場合は、全面的

に市が責任を取るということだったと思うんですけど、つまり、

先生自身は法的責任は問われないと。ただ、保護者の場合は保

護者個人が責任を取らなきゃいけないということになるわけで

すよね。計画及び運営に関してというのが今のご説明の感じで

すと、事故が起こったときに、金銭的なり法的なりの責任を市

が負うということにはならなさそうですよね、今のお話だと。

そこに関して、西山委員がおっしゃるような何か結局全部保護
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者が責任負うのかということに対して不満が起こりかねないな

という気はするんですよね。だから、ここをもうちょっと、責

任を、法的責任なり、そういったものをどういうふうに負うの

かということが明確になったほうがよいのではないかなという

ふうに感じました。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
 本来、市とか学校が本来担うべき業務を保護者に委託した場

合は、国家賠償法の適用になる可能性もあるというふうなとこ

ろで聞いております。ただ、本来担うべき業務が、送迎がそれ

に当たるのかどうかといったところが、送迎に関して学校とか

市が負うべき業務なのかというふうなところは、可能性として

は低いかなというふうなところですので、そうなった場合は、

国家賠償法の適用にはならないというふうに助言をいただいて

おります。 

 

遠藤洋路 教育長  その点、私は市が賠償責任を負う形でできないかということ

を指導課には再三申し上げていて、それが条件だと思うんです、

私は。ですから、ここは原則として運転者に帰属するのではな

くて、市が賠償責任を負うという形にして、それができる条件

は何かをもっと突き詰めてもらって、その条件で保護者にお願

いするということなんじゃないかというふうに思うんですよ

ね。それ以外だったら、やはりそれは教員や市の職員がやるべ

き業務なんじゃないのかというふうに思いますので、そこはも

っと、こういう場合もあるかもしれませんとかではなくて、こ

ういう条件でこういう場合なら市が賠償責任を負いますという

ことをもっと調べていただけませんか。それはお願いしている

と思うんですけど。その条件を出していただいた上で、その条

件に合致する場合は保護者にお願いするという形にしたいんで

すけど、いかがでしょう。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
 曖昧といいますか、はっきりしていないところがありますの

で、本来も部活動の業務そのものが学校の業務、やらなければ

いけない業務というふうに捉えられれば、市というか学校の協

力者として補償の損害賠償とかも担えると思うんですけど、そ

もそもの送迎、部活動という任意の活動の、しかもその送迎と

いうのが学校が担わなければいけない業務というふうなところ

が非常に曖昧といいますか、違うといえば違いますし、そうと

いえばそうというふうなところで、そういうふうなところでち
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ょっと助言をいただいているところでございます。 

 
遠藤洋路 教育長  ですから、その曖昧な部分をなくす方法を考えてほしいとい

うことです。曖昧なままではできないと思います、これは。こ

のまま進めないと思うので、曖昧でなくなるような法的な手段

を考えてほしいということです。例えば条例で定めるとか、何

か法的な手段を取った上で曖昧さをなくして、市が責任を取れ

るような手段を考えてほしいということです。ですから、現状

曖昧ですというのだったら、曖昧じゃない、なくなるような方

法を市として考えないといけないと思うんですよね。というの

が、責任については私はそう思っています。市が責任を取るべ

きだと思っています。 

 それと、西山委員がおっしゃっている、何で教員がやらない

で保護者がやるんだという、私は、それはもう教員は皆やりた

くない人がほとんどで、保護者の中にはやってもいいという人

がいるからだと私は思っていますけど、それは苫野委員が聞い

てみなければ分からないんじゃないかということであれば、教

員と保護者とそれぞれ聞いてみるということはあってもいいん

じゃないかなと思っています。 

 ただ、その結果、もし教員の人で今やりたくない人が大半な

のであれば、私は、いや、でもやりたい人はやってもいいんじ

ゃないですかとか、場合によるんじゃないですかよりは、一律

に、しないというふうに決めるべきだと思います。なぜなら、

やっぱりそれは、教員の場合は校長からの命令や、あるいは状

況によって教員がやらされるということが起こり得ると思うん

ですよね。保護者に無理やりやらせるということは、校長が、

なくはないかもしれないけど、それだったら教員に多分無理や

りやらせますよ。 

 ですから、教員の場合は、もし認めてしまったら、やりたい

人や、場合によってやってもいいですよというふうに言ってお

きながら、実際にはみんなやりたくないのにやらされるという

状況が起きかねない。それは、私はよくないと思いますので、

それだったら保護者がやっていいよという人がいらっしゃるん

だったら、その人に市の業務としてお願いするという形がいい

んじゃないかなというふうに思っています。 

 ただ、これは別に結論じゃないですよ、皆さんの議論の材料

として申し上げているので、聞いてみなきゃ分からないという

面もあるかもしれませんし、それは今日の議論を聞いて私の考
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えも変わるかもしれませんし、先ほど言った、指導課に調べて

もらったら、これはもう今日本の法律ではどうやっても市が賠

償責任を負うことはできませんと、もう１００％保護者が負わ

ざるを得ませんと言うんだったら、それはまた考えが変わるか

もしれませんけど、その辺はもうちょっと突き詰めて調べてみ

ないと分からない部分かなというふうに思っています。 

 西山委員がおっしゃったように、市が裁判で負けますよと、

むしろ裁判で市が負けて市が賠償責任を負うという方法がある

ならば、最初から市が賠償責任を負うという形態の中でやるの

がいいんじゃないのかなと私は思うんですよね。本当に法的な

部分を突き詰められていないように私は思うんです。曖昧です

と言うんだったらそれは多分、突き詰められていないんだと思

うんです。曖昧ではないと思うんですよ、法律の場合、最終的

には白か黒かになるので。 

 ですから、そこはもっと突き詰めて、こういう条件だったら

市が裁判で負けますとか市が賠償責任を負いますと言うんだっ

たら、その方法でやるんだと思います、保護者じゃなくて、市

が賠償責任を負えるような形でできるなら、それがいいんじゃ

ないかというふうに私は思いますけど。 

 
澤栄美 委員  今の教育長のお話を聞いていて、そうだよねというふうに思

いました。というのは、保護者がやる場合にやはり賠償をちゃ

んとしてくれるんだという、そこはもうかなり大きいと思うの

で、そこがはっきりしていれば、調査をするにしても、それだ

ったらやりますよ、もあると思うので、そこら辺がはっきりし

たほうがいいのかなと。 

 その前までは、私は国が取りまとめた中に教職員がするべき

ではないとか、したほうがいいとか、そういうのがあって、そ

れに沿ってまた考えたらいいんじゃないかと思っていたんです

けど、教育長の話の中で、例えば条例でそういうのを決めると

か、そういうのもありだということだったので、国が言うこと

に沿ってじゃなくても、できるのであれば、市が責任を持つと

いうことができるということが前提ならばやりますという保護

者もいるかなと思ったので、そのあたりもちゃんと整理してか

ら、どうしますかと聞いたほうがいいのかなと。今の状態だと

私もかなり迷うだろうなと思ったので、そこが分かれば本当に

いいですよねと思いました。 

 ついでに聞くと、５５４円掛ける人数分を保護者へというの
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がありましたよね。自分が４人乗せたら５５４掛ける４人で、

そのお金をくれるということですよね、保護者に、例えばです

ね。そういうのもなかったと思うんですよ、今まで。もう本当

に善意で、自分もそうだったし、善意で乗せていたし、だから

そういったいろんなこういう条件ができそうだとか、できると

いうところまで分かった上で、どうしますかというふうに聞い

たらいいかなと思いました。 

 

遠藤洋路 教育長  最後のところでやっぱり校長が委嘱すると書いてあるので、

校長が委嘱できるということは、それは市の業務だから校長が

委嘱できるはずなんですよね。市の業務じゃないのに校長が委

嘱はできないので。だからこれは暗に市の業務だということを

認めていると思うんです。 

 ですから、だったら、委嘱したからといって１００％市が責

任を負うわけじゃなくて、それは委嘱された人の責任もあるの

かもしれませんけど、委嘱するというスタイルや委託するとい

うスタイルを取るんだったら、それはもともと市の業務を外部

の人にやっていただくという形なので、もともと市の業務だと

いう前提じゃないとこれは成り立たないと思うんですよね。 

 ですから、そこはちょっとどういう形でするのか、まだ調べ

ないと分かりませんけど、まず市の業務ですよということを明

確にした上で、多分保護者に委嘱なり委託なり何らか契約して、

責任はどう分担しましょうというような話をするような形なん

じゃないかと思うんですよね。ちょっとはっきりしませんけど。

ですから、そこはもうちょっと調べる必要があるかなと思いま

す。 

 
西山忠男 委員  教育長がおっしゃるように、乗り合わせを行う場合はやっぱ

り市の業務としてということを明確にしないといけないだろう

なと思うんですね。それができるかどうかは別ですけど。 

 例えば大学の場合、教員が学生を乗せて調査に行くという場

合、教員個人の車では行ってはいけないことになっています。

公用車で行くことということになっています。もしくは、自分

の車を公用車登録しなさいということになっています。公用車

登録して、例えば私の車を公用車登録しているなら、私は自分

の学生を自分の車に乗せて連れて行って、何か事故があったら

大学が責任を取るという仕組みになっているわけですよ。 

 だから、何かそういう似たような仕組みができないかなと。
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例えば送迎するときだけ保護者の車を公用車扱いにすることが

できれば、それは市の業務という形で委嘱もできるし、責任は

市が取れるということになると思うんですよね。そうでないと

なかなか難しいんだと思うんですね。保険加入状況を確認した

上で委嘱するとありますけど、例えば同乗者保険に幾ら掛けて

いるのかという問題がありますよね。無制限に掛けている人は

そんなにいないでしょう、かなり高くなるから。無制限でない

と認めないのかということになると、ものすごく限定されてし

まうし、そこは保険のことまでよく考えた上で、加入状況を確

認した上でと、ここ、曖昧な書き方ではなくて、どういう保険

だったら認めるという形で書かないと、ちょっと無理だと思い

ますね。 

 だから、教職員は原則として車両の運転を行わないこととし

たほうがいいと教育長はおっしゃったんですけど、私は、これ

はやっぱりケース・バイ・ケースで、例えば５台で車乗せてい

くんだけど、どうしても二、三人余ってしまうから教員の車に

乗せて行ってもらえないのかといったら、教員が自分の車に乗

せられません、それはやっぱり保護者はおかしいと思うんじゃ

ないでしょうかね。 

 そういう状況もあるし、さっきから言っているマイクロバス

を教員が運転しちゃいけないのかという、そこも私はちょっと

まだ納得できないところがございます。 

 

遠藤洋路 教育長  今、西山委員がおっしゃったように、車は確かに今伺って、

ああそうだなと思いました。例えば保護者が運転する場合も、

その保護者の車を公用車登録して公用車扱いにするんだったら

公用車を運転しているわけなので、当然それは市の業務ですか

ら、市が責任を負うという方法はあるのかもしれないなと思い

ました。 

 一方で、保険は確かに、保護者が運転するとき、自分が運転

するとか家族を乗せて運転するために保険を掛けているので、

学校の業務で部活動の生徒を運ぶために保険を掛けているわけ

じゃないので、厳密に言うと多分自家用車の自分の車の保険が

適用されるのかどうかとか、じゃ、部活動でほかの生徒を運ぶ

ことを前提に日頃の保険を掛けてくださいねと言ったら、その

保険代まで保護者に頼ることになるわけなので、それも確かに

よくないよねと。ですから、車は公用車扱いにして、車の保険

はもう市が掛けますという形ができるなら、それがいいかなと
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思いますけど。 

 

清田晃子 委員  すみません、２ページのアンケートの結果の概要のところで、

対象が全中学校の管理職を通じというふうになっているんです

が、熊本市の場合は千原台と必由館と高校もあるので、これは

高校も含めた内容になっているんですか。 

 

安方史宜 指導課教育審

議員 
 これは中学校を想定しています。 

 

清田晃子 委員  ありがとうございます。 

 では、この最後の通知の要旨のところは、中学校の部活動に

関してということになるんでしょうか。 

 

安方史宜 指導課教育審

議員 
 一応これは中学、高校までを想定してつくっております。実

態としては、中学校にしか取っていませんが、通知の内容とし

ては高校までというふうなところで考えております。 

 
遠藤洋路 教育長  最初にこのアンケートという、あまり時間がないので中学校

の校長だけに聞いて、管理職だけに聞いていますけど、今回出

す通知の対象は中学校も高校も、あと管内小学校も、あれば対

象になるのかもしれません。全部の熊本市立の学校が対象と考

えています。 

 
清田晃子 委員  千原台の保護者の方とちょっとお話をしたときに、強豪校と

言われるところはやっぱり県外にどんどん遠征に、保護者も行

かせたい、こどもたちも行きたい、もっと強くなりたいという

気持ちを持っているので、この内容だと熊本県内の移動手段の

比較でしかなくて、県外に行く場合は、じゃ、保護者がずっと

別の県まで連れて行くのかとかという問題も出てくると思うの

で、ちょっとここはまとめられる、中学校と高校を一緒くたに

できるのかなというのはちょっと感じているんですが、いかが

でしょうか。 

 
安方史宜 指導課教育審

議員 
おっしゃる通り、部活動の指針というのは、中学校と高校では

違いますので、そのへんの運用の仕方や通知の出し方について

は今後検討していきます。確かに千原台なんかは、部活動の強

豪チームが揃っていますので、そのあたりは柔軟に、指針に沿

ったような形で通知を出していくというふうに検討したいと思
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います。 

 

澤栄美 委員  私もそうだなって今思ったんですけど、私のイメージは中学

校で、西山委員のイメージは高校みたいな感じで話がちょっと

かみ合わないところもあるなと感じていたんですけど、高校は

高校でどういう実態なのかなというのもちょっと調べていただ

いて、また、通知だけを変えるんじゃなくて、それ必要かなと

思って。うち、長男だけが高校で県外に遠征するようなことを

やっていたんですけど、そのときはやっぱり公共交通機関だっ

たんですね。それに関して特別徴収みたいな感じで、たしか旅

費を払ったんじゃないかなと思うので、そういうやり方もある

ので、今、清田委員が県外までずっと運転していくのかという

のもありましたけど、やっぱりそうじゃない場合もあるので、

高校はどんなふうにされているかというのをもう一回、ちょっ

と確認していただくといいかなと思いました。 

 
遠藤洋路 教育長  高校、校長も入っているのでもし何かコメントがあったらと

思いますけど、千原台はいかがですか、角居校長。 

 
角居竜夫 千原台高等学

校校長 
 各委員おっしゃるとおり、高校は移動範囲も広うございます

し、生徒の居住範囲も広いというような状況があります。した

がって、マイクロバス等での利用というのが、移動には有効で

あるということで、複数の部が部活動後援会としてバスを所有

し運用している状況です。 

 それ以外でも、バスのレンタルあるいは運転手の外部委託等

をして、県外も含めて遠征活動を行っているような状況があり

ますが、当然、先般の事故を受けて保護者等に、外部人材であ

れば当然正式に委託はできるんですけど、保護者にお任せする

ということに対しては、どうしても保護者の心理的な負担とい

うのは高まっているというような状況がございます。 

 中学校とはいろいろ状況も違いますので、また高校について

は、というところを別途何かしら整理していただけると非常に

ありがたいというふうに感じております。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。今まではどうしていたんですか。 

 
角居竜夫 千原台高等学

校校長 
 これまでも当然、保護者もしくは外部人材が運転をしている

ということで、例えば、一部の部活動であれば後援会長が原則
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として免許を取ってというような、そういうような慣例で引き

継がれているというようなところがあるというふうにも把握し

ております。ただ、どうしてもなかなかそういう固定の方にお

任せするということでも持続性が難しいのではないかというよ

うな、そういう意見というのも聞かれております。 

 
遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 後援会長が２種免許を取る慣例になっているんだったら、も

うプロとしてお金払ってその人にお願いするということで、そ

れならそれで問題ないような気はしますけど、その場合はやっ

ぱりお金払ってちゃんとプロとしてお願いするということなん

でしょうね。分かりました。 

 高校は確かに状況もいろいろ違うし、行く範囲も違うのであ

れば、高校と中学校、分けて考えた上で、どうやって最終的な

通知にするかというのを決めていくということのほうがいいか

もしれませんね。 

 今日いただいたようなご意見も踏まえて、あと６月末ですか、

もう６月末ですものね、そろそろ国からも何かしら案が示され

るのであればそれも見て、最終的な熊本市としてのやり方を決

めていくということで、ちょっと今、今日ここで結論出すとい

うことはちょっとできそうもないので、少しまた考えをまとめ

た上で、皆さんにお諮りするという形でよろしいですか。 

 では、そうしたいと思います。ちょっと時期とかもあります

ので、次回の教育委員会会議にかけるのか、あるいは何か別の

方法で皆さんの意見をまた聞くのか、ちょっとそれはタイミン

グも見て考えたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 では、この件は以上としたいと思います。 

 
 

日程第５ 報告 

・報告（１）満３歳児受け入れについて 

 

《岡本真一郎 指導課副課長 説明》 

 

苫野一徳 委員  以前もこういう市立幼稚園の視察等に行かせていただいたこ

とありましたけど、やっぱりすばらしい幼児教育をなさってい

ると思いますので、公立の幼稚園は大事に大事にしていきたい
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なと個人的に思っております。そのためにできることを、ここ

でももっともっと考えていきたいなと思います。 

 このこと自体は大変よいかと思うんですけど、今後やはりニ

ーズが、ニーズというか現実問題としてしぼんでいくというこ

とはもう目に見えているので、もうちょっと先を見据えて何か

打っていく必要があるんじゃないかなと思うんですよね。その

あたり何か今議論なさっていること、ありますでしょうか。 

 

岡本真一郎 指導課副課

長 
 今回の市議会の質問でも、そのような質問がございました。

今後、役割とかを整理しながら市立幼稚園の在り方を関係機関

等を交えながら検討していきたいというふうに考えておりま

す。 

 
苫野一徳 委員  何か具体的にこういうふうにしていくのはどうかみたいなア

イデアというのはどうなんでしょうか。まだ何も出ていないで

しょうか。 

 
岡本真一郎 指導課副課

長 
 今から考えていくような状況でございます。まず保育園長と

保育園の関係者、そのあたりに意見を聞きながら整理していこ

うというふうに考えております。 

 
遠藤洋路 教育長  幼稚園じゃなくて。 

 
岡本真一郎 指導課副課

長 
 幼稚園関係者です。申し訳ございません。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。思い切ったことをいろいろと考えて

いかなきゃいけないんじゃないかなと思いますので、ここでも

ぜひ、やっぱりこれくらいの政令指定都市規模で公立幼稚園を

ちゃんと大事にしていくというのは、やっぱりすごく大事なこ

とだと思うんですよね。なので、ちょっとそのあたり、また機

を改めて皆さんともじっくり議論できることがあったらいいん

じゃないかなと。園長先生や先生方のお話なんかも聞かせてい

ただいて、ご希望とか聞かせていただいて、私もちょっと考え

させていただきたいなとちょうど思っていたところだったの

で、今回、いい報告をいただいたかなと。自由討議とかにして

もいいかなという気がしました。ありがとうございます。 

 

遠藤洋路 教育長  確かに自由討議もいいかもしれませんね。 
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西山忠男 委員  苫野委員と同じ意見なんですけど、私の孫も実は保育園に行

っているんですよね。近くに幼稚園はあるんですけど。なぜか

と聞いてみると、やっぱり預かってもらう時間の柔軟性ですよ

ね、そこが一番大きいんじゃないかなと思うんですけど。それ

ともう一つ、幼稚園はいい教育をしているという自負はあると

思うんですが、最近の保育園もすばらしい教育をしているんで

すよ。だから、その教育の面からだけではもう太刀打ちできな

い状況にあるんじゃないかという印象を受けています。実際に

その保育園を私、孫の保育園を見せてもらったこともあるんで

すけど、なかなかすばらしいんですよね、実は。それで、そう

いう保育園にやっている親御さんたちのニーズも聞きながら、

じゃ、どうやったら幼稚園にこどもが流れていくのかというこ

と、無理に流さなくてもいいんですけど、それだったらもう幼

稚園は要らないということになってしまいますから、公立幼稚

園の存在意義も考えながら人を集める、もう少し柔軟な工夫が

できないかなというのがやっぱり思うところですね。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、議論をしていくということで、どうでしょうね、自由

討議でもいいですし、当然これは事務局の中でも議論していく

話ですから、それも両方併せてやっていきたいなと思います。

西山委員、でも今、教育内容というか教育の面ではそんなに、

保育園も今すばらしいからということだったら、受入れの時間

も当然それは保育園のほうが長いわけで、時間的にも教育内容

的にも保育園でいいじゃないかというのだったら、どんな活路

があるんですかね。いや、太刀打ちできないというから、じゃ、

どうしたらいいんだろうと思ったんですけど。ほかの何か保育

園にはない特色とかあるのか、どうですかね。 

 
西山忠男 委員  保育園は、いいところはいいんですけど、はっきり言ってひ

どいところもあるんですよね。だから、保育士が充実している

か、いい保育士を確保しているかという目で見たときに、私も

ちょっとこどもを、随分前です、こどもを預けるときに保育園

をいくつか回ってみたときに、やっぱり随分差があるなという

印象を受けたので、この市内の保育園で。幼稚園は見ていませ

んけど、そのときは。 

 その点からいくと、公立の幼稚園というのは保育士が非常に
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しっかりしているし、園の運営というのはとてもすばらしいも

のだという印象を受けています。今まで川尻とか向山とか、そ

れから私は碩台にも伺ったことがあるんですけど、どこもいい

なという印象を受けていますけど、それに匹敵するぐらい良い

教育をしている保育園が出てきているという、全てではないと

思います、出てきているということなので、少しやっぱり考え

ないといけないかなと思ったところです。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。 

  
苫野一徳 委員  以前、幼稚園の先生といろいろとお話しさせていただいたこ

とがあって、やっぱり幼稚園の先生方、本当に頑張っていらっ

しゃっていて、なので、やっぱり教育委員会としての応援、す

ごく求めていらっしゃると思うんですね。園児募集、やっぱり

すごく力を入れたいと私も思います。そのために、例えば預か

り保育を長くするとか給食をやるとか、長期保育をやってみる

とか、そういったこともありなんじゃないかというお話を聞い

たことがありました。それくらい思い切ったことやらないと、

そもそも預けられない保護者が多いので、そういった、本当に

市立幼稚園を教育委員会として大事にしていくんだという方向

性をみんなでコンセンサス得られるならば、そういったことを

みんなで議論していくといいんじゃないかなというふうに思っ

ております。やっぱり思いのある先生がすごく多いなという感

覚を私自身持っていますので、応援できたらなと思っています。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 では、ちょっとこれから本格的に議論ができればと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 では、ほかになければ、本件は以上といたします。 

 
 

・報告（２）令和９年度（２０２７年度）熊本市立学校管理職等採用選考試験について 

 

《萩本広智 教職員課長 説明》 

 

西山忠男 委員  今、ご説明ありましたけど、教頭の受験者の割合、有資格者

と受験者の割合が４．４％、非常に低くなっていますよね。こ
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れ、経年変化を見ても、前は１６％だったのが４．４％と、も

のすごく落ちているわけですよね。これはどうしたら回復する

んでしょうかね。我々としては、よい校長先生を選びたいわけ

ですけど、そのためにはよい教頭先生が生まれないといけない

ので、教頭先生の母数が多いほど、よい校長が生まれるという

ことになりますから、教頭先生もぜひいい人を確保したいと思

うんですけど、その観点からするとこの４．４％、ちょっとひ

どいなと思うんですが、どうしたらいいんでしょうか。 

 

萩本広智 教職員課長  要因としては、先ほど申しましたように数が少ないというの

はあるんですけど、それ以外にやはりキャリア観というのもあ

ろうかと思いますので、まずは若いうちに、早いうちに、校内

の取りまとめ的な立場である主任業務等を担っていただいて、

リーダー的な立場に対する意識の醸成を図っていきたいと考え

ているところです。 

 
西山忠男 委員  ちょっとさっきから数が少ないというのがと理解できないん

ですけど、有資格者は１，９２３人いるわけでしょう。何の数

が少ないんでしょうか。 

 
萩本広智 教職員課長  最も受験する年代であります４０代が少ない状況です。年齢

分布で言いますとＭ字カーブを描いておりまして、Ｍの底の部

分が今ちょうど４０代に当たっているという状況でございま

す。 

 
西山忠男 委員  ５０代ぐらいの教頭試験を受ける人は、いないんですか。 

 
萩本広智 教職員課長  ５０代の受験者もいらっしゃいます。ただ、受験者の平均年

齢を見ますと大体４９．６歳なんですけど、この層、あるいは

それより手前の層が少し少ないという状況でございます。 

 
遠藤洋路 教育長  例えば、ここの先ほど西山委員がおっしゃった平成２４年の

試験だと、３８７人とか受けていて、１６％ぐらいが受けてい

たということですよね。今４％だとしたら、じゃ、その４０代

ぐらいの人数というのが、平成２４年の頃の４０代ぐらいの人

数の今４分の１ぐらいになっているという、何かそういうイメ

ージなんですかね。そういうイメージなんだったら多分大体説

明のとおりなんだろうなとは思うんですけど、どうですか。 
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萩本広智 教職員課長  そうですね、この頃の層が今のその時期の年代層に来ている

のかなと思っておりますけど。 

 

遠藤洋路 教育長  いえ、つまり今言ったのは、平成２４年ぐらいには４０代が

すごくたくさんいて、教頭試験を受ける人たち、適齢期の人が

例えば３００人受けるということは、例えばその適齢期の人が

１，０００人いて、そのうち３００人受けていますよという状

態だったとして、今はその適齢期の人が４分の１の２５０人ぐ

らいしかいないから、そのうちのこの８０人ぐらいしか受けて

いないんですよという、何かそういうイメージのことを言って

いるという、そういうことなんですかね。 

 
萩本広智 教職員課長  ちょっと平成２４年度の年齢分布というのは、今データで持

っていませんので、すみません、ちょっとそこは確認が必要か

と考えております。 

 
遠藤洋路 教育長  ２４年度じゃなくてもいいんだけど、説明されている根拠は

何か数字で言ってもらうと分かりやすいなという意味なんです

けど。別にもうちょっと最近でもいいんですけど、１２％が４％

になっている、ここ六、七年ぐらい見ても３分の１ぐらいにな

っているわけですよね。それは数が減っているからですという

ことは、そもそも４０代の人の母数が３分の１になっているん

だったら確かに受ける人も３分の１になっていてもおかしくな

いよねという話だと思うので、何かそんな感じなんですか。そ

れともやっぱり母数が減っている以上に減っているのか。母数

が減っているから減っているという要因は大きくあるんだと思

いますけど、その辺どんな感じなのかなということですね。 

 
萩本広智 教職員課長  ちょっとそこはもう少し分析をしてみたいと考えておりま

す。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。でも、一応何か人数見たから減っていると言

っているんですよね。 

 
萩本広智 教職員課長  そうですね、ここ数年の傾向としてはやはり４０代が少ない

というのは間違いないところです。 

 



令和８年（２０２６年）６月 教育委員会会議録【６月２５日（木）】 

 37

遠藤洋路 教育長  どのぐらい減っているかという数字はないのかなということ

なんですけど。 

 
萩本広智 教職員課長  ４０代がどのくらい減ってきているのかということでしょう

か。 

 
遠藤洋路 教育長  そうです。４０代が少なくなっていますから、受ける人も少

なくなっているんですというのであれば、何人ぐらいだったの

が何人ぐらいになっていますよというのがあったらいいと思っ

たんだけど、それは分からないですか。 

 
萩本広智 教職員課長  ちょっと準備して確認したいと思います。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、さっきの説明は、数字で見ないけど減

っているという説明だったわけですか。それとも手元にないだ

けで一応何か課としては持っているわけですか。 

 
萩本広智 教職員課長  ４０代が少ないというのはデータでありますので。今年の年

齢分布、単年度で見た場合は少ないというデータであります。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。取りあえず、単純に今年の４０代の人数と今

年の５０代の人数を見れば多分１０年前の４０代の人数も分か

るんじゃないかという気もしますけど。今年の数字はあるんで

すね。 

 
萩本広智 教職員課長  今年の４０代の数字はあります。 

 

遠藤洋路 教育長  今分かりますか。今年４０代が何人いて、５０代が何人いる

かだけでも教えてもらえれば、１０年前は４０代が何人いたけ

ど、今年は４０代が何人だということは分かりますよね。それ

だけでも分かったらいいかなと思いますね。ちょっと調べても

らえますか。 

 
萩本広智 教職員課長  少しお調べして、またご報告したいと思います。 

 
遠藤洋路 教育長  お願いします。 

 
西山忠男 委員  調べている最中に質問してもいいのかな。先ほど管理職マイ
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ンドが育っていないという話も言われましたけど、私たちは働

き方改革で教頭の負担を減らそうとして、かなりそれはできて

きたんじゃないかなと思うんですよね。だから、教頭になるの

は大変だという気持ちは、前からたくさんの人が持っていたわ

けですけど、それは随分改善してきて、それにもかかわらず教

頭になりたくないというのはどういうことなんだろうなと思う

んですけど、その点について何かお考えはございますか。 

 
萩本広智 教職員課長  確かに改善してきている状況にあるかとは思いますけど、一

方で時間外の勤務が多いのがやっぱり教頭だという実態もあり

ますので、なかなかやっぱり及び腰の方も一定数いらっしゃる

んじゃないかと、そういうふうに推察しているところです。 

 
西山忠男 委員  その時間外勤務時間を減らそうとして随分やってきましたよ

ね。だから８０時間を超える人はもうかなり少なくなってきた

と思います。まだ確かに教頭は多いと思いますけどね。だから

昔に比べると随分減っているはずですよ。教頭が本来やるべき

じゃない業務、例えば、一番朝早く来て鍵を開けるとか窓を開

放するとか、そんなことは教頭だけにやらせないようにしまし

ょうということも各学校で取り組んでいると思うんですよね。

教頭の負担は減っている、昔より楽になっているというイメー

ジはまだできていないんですかね。 

 

萩本広智 教職員課長  ひと昔、ひと頃に比べれば、やはりその負担は軽減されてい

ると思いますけど、やはりまだ負担があるという状況プラスや

っぱり学校だけに限ったことではないと思いますけど、やはり

管理職になるということに対してあまり魅力を感じないような

若手職員が多くなってきているのではないかというのもあろう

かと思います。 

 
遠藤洋路 教育長  業務の負担が教頭は多いというのは、前から確かに多くて、

前より減っているというのも確かだと思うんです。ですから、

前より負担が増えたのでなければ、前より受ける人が減ってい

る理由には多分なっていないですよね、業務が多いからという

のは。もともと多い、今より多かったんだったら。だから、業

務自体は減っているか、ある程度減っても多いという状態だと

して、やっぱりそういうことに対して拒否感がある人が増えて

いるということか、あるいは業務量の問題じゃなくてやっぱり
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責任の問題で、管理職というものが昔に比べたら責任は重くて

大変なんだけど、例えば、昔みたいに何か偉そうにもできない

し、ちょっとでも何か言ったらパワハラだと言われるし、むし

ろ部下に気を使わなきゃいけないし、保護者からはいろいろ言

われるし、何もいいことないなと思われているのかもしれない

し、よく分かりませんけど、管理職に皆さんがイメージしてい

たメリットよりもデメリットのほうが大きくなっているのかも

しれないですよね。求められる責任みたいなものが昔よりも大

きくなっているのかもしれないなというふうに、これは先ほど

教職員課長が言ったとおり、教員や学校管理職に限った話じゃ

なくて、世の中的に管理職になりたい人が減っているという話

は確かに聞きます。 

 ですから、そもそも管理職になりたいという人がひと昔前よ

り減っているのかもしれないし、校長を受ける人が増えている

のは、教頭はもともと管理職だから、管理職から管理職になる

わけなので、そこは別に何というか、もうなっちゃっているも

のですから、教頭より校長のほうが魅力を感じるという人が大

半なのかもしれないですよね。 

 そこは何でしょうね、教頭だけ見ていても、さっきの４０代

の人数が減っているという要因はあるかもしれないし、それ以

外に世の中全体として、そもそも管理職になっても割が合わな

いよねという考え方の人が増えているのかもしれない。そこは

あるかもしれないですね。どうでしょう。 

 

清田晃子 委員  有資格者の方に実際受けられない、教頭の試験を受けられな

い理由とかというのは、ヒアリングされたことはあるんでしょ

うか。 

 
萩本広智 教職員課長  特段そのようなヒアリング等はしてはおりませんけど、校長

から、将来リーダー的な立場を担ってほしいと思われる職員に

対しては、積極的に受験するように声かけはしていただいてい

るというところです。受けていない理由というところまでは、

すみません、把握しておりません。 

 

遠藤洋路 教育長  そこも確かにあるかもしれません。昔もみんなやりたくて手

を挙げていたわけじゃなくて、校長から管理職試験を受けろと

言われて受けていたとか、受けさせられている人が減っている

から受ける人が減っているという可能性もありますよね。いろ
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んな可能性が確かにあるのかもしれないですね。どうなんです

かね。楳木さんとかは何で教頭試験を受けようと思ったんです

か。 

 
楳木敏之 学校教育部長  ここで言っていいのか分かりませんけど、平成２３年までは、

学校の管理職からの推薦がないと管理職は受けられなかったと

いう時代だったと思います。私はその最初の１年目は、管理職

の推薦というか、受けないかと言われて推薦を出してもらう、

自分で申込みはしていないんですよね。そういう時代だったと

思うんですけど、ちょっともっと先輩に聞いてみないと分から

ないですけど、多分、政令市になったぐらい、これ２４年は政

令市になったときですから、このあたりからもうそれはちょっ

と不平等というか、ある程度経験して、やりたいという人が受

けていいんじゃないかということで、そこがなくなったので、

ここからが少し変わってきたのだと思います。それまでは、教

頭試験を受けたら、落ちてもずっと受け続けるという、受け続

けないとならないということはないんですけど、みんな受け続

けるというのが何かちょっと当たり前で、受けていた時代があ

りまして。 

 だから、ただ４０代が減ってきたからこのパーセントが落ち

たというのは確かにそうじゃないかなとは思うんですけど、先

ほど教育長からもあった、この減ってきているのはやっぱりそ

もそも教頭になりたいから受ける人ということではないと思う

んですね、教頭試験は。その先に校長があるので、教頭はちょ

っと大変だけど校長になりたいから受けようというような、管

理職になりたいということで受けていくので、あまり教頭業務

だけがその妨げになっているというわけではなくて、やっぱり

見ていたときに今の管理職はいろいろ何かこう１ｏｎ１ミーテ

ィングも求められるし、いろんなこともしないといけないとい

う、やっぱり多くのことを考えて、やらないといけないという

のを、職員の目には多分映っていると思いますので、そのとこ

ろでなかなか難しい、大変かなと思っている方もいらっしゃる

のではないかなと思います。だから、ちょっと教頭を受けると

いうときのきっかけみたいなのもだんだん変わってきているか

なと思います。 

 
遠藤洋路 教育長  なるほど。じゃ、この平成２４年の頃は、前の年まで、自分

で手を挙げたわけじゃなくて、受けろと言われて受けていた人
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が、１回受けたんだからといって毎回毎回受けている、その毎

回受けている人がだんだん減ってきているという、そういうこ

とで考えれば、だんだん減っているのは確かにそうなのかもし

れないですね。そういう要因もあるかもしれないですね。先輩

はどうですか、吉田次長。 

 

吉田潔 教育次長  どこまで言えるか、私もあれですけど、私の場合は、当時勤

めていた学校の校長先生のほうから声かけをいただいていまし

た。２回ぐらいは受けなかった記憶があったんですが、最後一

声、お声かけいただいたので、私も平成２５年か２４年、ちょ

っと定かではないんですけど、そのあたりで受験させていただ

いたなというふうに思っています。教育委員会にも何回か出入

りさせていただいているので、その中でも学びが大きかったの

もあるので、また学校で生かしたいなという思いもあって、受

験をさせていただくという機会になったかなと思っています。 

 先生方の中には、声かけもあるかもしれませんけど、もちろ

ん目指したいと、こういう管理職でありたい、そういう教頭に

なりたいというイメージを持たれている方ももちろんおられる

と思いますし、今、いろんな考え方もあって、こどもの近くで

やっぱりずっと続けていきたいという思いも持たれる先生方も

かなりおられるのかなと思います。我々、私の場合は、校長の

ときにはもう次の人たちをやっぱり育てていかなくちゃいけな

いということもあるので、いろんな会議の中にも参加させて、

中堅の役のところも声かけをし、会議体にも入ってもらって意

見をもらうとか、参画する経験を持ってもらうことによって、

次の世代を育てていくというようなことを意識してやってきた

かなと思っていますけど、その方々が今なられているかどうか

は、今ちょっと後追いしていませんので、十分結果が出ている

とは言えません。私の場合、このような経緯を経て今ここにい

ることになります。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 

澤栄美 委員  やっぱり価値観の問題もあるかなと思うんですよね。それと、

こういうことしたらどうかなと今思っていたのが、私なんかは

ちょっと過去を掘り下げられると困るところもあるんですけ

ど、あまりお手本になるような方とご一緒しなかったというの

もあって、魅力は感じないかなという立場だったと思います。
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だけど、私最近になって、管理職っていいなと思う、いろんな

方をやっぱり見ていて、やっぱり学校をつくっていくんだ、こ

どもたちを育てていくんだという校長先生や教頭先生を見る

と、管理職というのはそういう仕事なんだなと、年取ってから

分かるようになったんですね。 

 例えば、有名な先生で住田先生って校長先生、もう退職され

ていますけど、校長はご機嫌であるほうがいいということをよ

く言われる、ああいった先生、もちろん熊本市内にもすばらし

い校長先生いらっしゃると思うので、そういった先生たちの講

話みたいなのも、管理職ってこういうものだよというのを、自

分が勤めている学校の校長先生だけ見ていたら、やっぱり得ら

れない部分ってあると思うので、その校長先生がとてもすばら

しかったらすぐ憧れちゃったりするかもしれませんけど、みん

ながすばらしい方だと思いますが、管理職ってこういう立場な

んだよと、人を管理するだけの話じゃないよという、そこが分

かっていくと自分が今やっている教育活動が将来全体を見る立

場になって、多くのこどもたちに返っていくという、その魅力

も感じていかれるかなと思うので、そういった研修といいます

かね、何か動画でもいいので、そういう、いつでも見られるよ

うにするとか、そういう工夫も必要かなというふうに思います。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。 

 

水田貴光 教育センター

所長 
 澤先生、ありがとうございます。住田先生のことなんですが、

ここ数年は毎年新任管理職研修で講師として夏休みに来ていた

だきまして、新任管理職向けの研修として全校長・教頭向けに

案内は出しております。校長先生、教頭先生一緒に研修を行っ

て、住田先生のお話は毎年機会を設けております。 

 併せてですけど、管理職マネジメント力推進事業、兵庫教育

大学と連携して昨年度からやっておりますが、今年から校長先

生と各学校のミドルリーダー、一緒に研修を行って、グループ

ワークをやっております。ミドルリーダーの先生が校長先生っ

てこんな考えなんだなとか、校長先生もミドルリーダーのお話

を聞いて、先生たちこう思っているんだなというふうなところ

で、振り返りのアンケートがとてもいい感じですので、そうい

ったミドルリーダーの先生が今後管理職のほうにしっかり目が

向いてくれればなと思って事業のほうを進めているところで

す。 
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澤栄美 委員  ２つ目のご紹介で、ミドルリーダーの研修というのもあった

ので、そういう管理職の研修も大事なんですけど、それになろ

うと思わせるような、そういうのがあるといいよねと思ったと

きに、もちろんミドルリーダーぐらいからでもいいんですけど、

いつでも、若い人でも見られるような、学校経営ってこういう

ものだとか、そういうのがあるといいかなと。またさらにとい

うことですけど、十分教育センターがいろんな工夫をされてい

るということは存じ上げていますし、いいなと思いました。 

 
遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。確かに管理職養成というかリーダー

養成みたいな、管理職候補を育てるみたいなところがもっとあ

ってもいいのかもしれないですね。いろいろ話聞いていますと、

以前はやっぱり校長から受けろと言われて受けていたという、

そうじゃないと受けられなかったということで言えば、そうい

う時代だったらある程度数はもう一定、毎年一定だったんでし

ょう。それに戻して、校長からの推薦じゃなきゃ受けられませ

んと言って、校長に毎年必ず１人か２人推薦しろと言えば、そ

れは数や率は増えるのかもしれないけど、そんなことをしても

しようがないので、今の時代に合わせたやり方をやっていかな

きゃいけないと。 

 だけど、それがないまま昔のやり方の惰性でだんだんやって

いるうちに、だんだん減ってきたみたいな、そういう感じはあ

るのかもしれないですね。ですから、ちょっとこれはやっぱり

おっしゃるとおり、新しい時代に合わせた管理職の候補者の発

掘とか養成とかから含めて、どうやって管理職というものを熊

本市として育てていくかというのは大事な視点だなと思いまし

た。 

 
西山忠男 委員  やっぱり管理職になるメリットというのをもっと知らしめた

ほうがいいと思うんですよ。確かに大変だけど、メリットは大

きいと思うんです。３つメリットがあると私は思います。１つ

は経済的メリット、これは明らかですよね。２番目は教育上の

メリット、これは自分の理想とする学校をつくることができる

かもしれない。それができるのは、やっぱり校長しかいない。

３番目は人間的なメリット、これは困っている人を助けること

ができるんです、校長は。教員の中にたくさん困っている人が

いると、そういう人を個人的に助けることができるのは校長だ
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けなんです。教頭もできるかもしれないけど。そういうことを

考えてみたときに、やはり校長というのは魅力的な職業だなと

やっぱり思ってもらいたい。実際そうだと思う。 

 確かに、教員の不祥事なんかで連帯責任を問われると、この

やろうと思って、大変な思いをされると思うんですけど、そう

いう確かに不安とか責任とかいうのはあるけど、それに勝るや

っぱりメリットがあるんですよということをやっぱり先生方に

知らしめていくということも大事じゃないかなと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  以前、昔の教育次長さんに聞いた話だと、昔は、校長になっ

たらクラウンに乗れると、車ね、だから校長試験に受かったら

その足でトヨタの店に行ってクラウンを買いに行ったと、昔の

校長はそうだったと言っていました。ですから、そういうステ

ータスみたいなものも昔はあったのかもしれませんけど、今は

だからそういう感じではないので、単純にそういう何か偉くな

りたいみたいなことで校長になりたいという人も昔はいたのか

もしれないですよ。いたと思います。澤委員がそう言うんです

から、そうなんでしょう。 

 だけど、やっぱりそこがなくなっているから、偉くなりたい

というモチベーションがないけど、今、西山委員がおっしゃっ

たような純粋なメリット、仕事上のメリットですよね。そこで、

それを理解して志してくれる人を増やさなきゃいけないので、

そこは昔のように何か偉そうにできるということをモチベーシ

ョンにはできませんから、いかに自分がつくりたい学校とか、

自分がしたい、育てたいこどもを育てられるというところの魅

力をもっとアピールできるかというか、そこを理解していただ

けるかという部分は大きいのかもしれないですね。 

 そういえば、教職員課長、いかがですか、分かりましたか。 

 
萩本広智 教職員課長  ４０代の人数なんですけど、一般職で５８２名、一般職全体

が３，１５２名ですので、割合的にいうと１８％程度というと

ころです。 

 

遠藤洋路 教育長  今はね。１０年前はどう、つまり今の５０代はどのぐらいな

のか。 

 
萩本広智 教職員課長  今の５０代は、数でいうと７９６人です。 
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遠藤洋路 教育長  今、ごめんなさい、さっきの数字忘れちゃった。何人と何人

の違いでしたか。 

 
萩本広智 教職員課長  ４０代が５８２名、５０代が７９６名ということです。 

 
遠藤洋路 教育長  分かりました。じゃ、４分の１にはなっていないね、減って

はいますけどね。途中で退職する人とかもいるから、単純な比

較じゃないのかもしれませんけど、せいぜい半分ぐらいでしょ

うか、イメージ的には。ですから、やっぱりそれは４０代の母

数の数よりももっと受ける人が減っているということは間違い

なさそうなので、４０代の人が減っているということもあるけ

ど、やっぱり受ける人が減っているという事実をやっぱり我々

は認識してどうするかというのをやっぱり考えないといけない

ということでしょうかね。ありがとうございます。分かりまし

た。 

 ほかにご発言はありますか。よろしいですか。 

 澤委員が今までお務めになった学校の管理職は調べないよう

にしないといけませんね。 

 
澤栄美 委員  全員がそうだったとは言っていませんので、とてもいい校長

先生に恵まれたなというときも確かにありました。 

 
遠藤洋路 教育長  冗談です、冗談。 

 
澤栄美 委員  いや、ユーチューブで流されていますので。すみません。 

 
遠藤洋路 教育長  では、ほかになければ本件は以上といたします。 

 
 

・報告（３）「令和７年度生徒指導状況報告」の結果について 

 

《勝田広幸 総合支援課長 説明》 

 

澤栄美 委員  ２点お願いします。後の自由討議にもちょっと関わってくる

ことになるんですけど、不登校の人数はさっきご報告があった

ように、増えているということは全国的な傾向ということです。

この不登校の中に、フレンドリーとかフレンドリーオンライン
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に入っているこどもは計上してあるのかというところをお聞き

します。というのは、指導要録的には出席になるということで

すけど、この統計の中ではどうなのかなということをお尋ねし

ます。 

 それと２点目なんですけど、表の下のところの説明のところ

の１行目のところに、不登校対策サポーター２１人ということ

で、２２人に増やしたというところですが、この不登校対策サ

ポーターの資格、例えば教員免許がないといけないのかとか、

それから、学校種は私の認識では中学校に置いているというこ

とで間違いないかということについてお尋ねします。 

 

勝田広幸 総合支援課長  １点目の統計上のフレンドリーあるいはフレンドリーオンラ

インに参加しています児童生徒につきましては、この長期欠席

の中に含まれていることになります。ただ、指導要録上の出席

扱いで対応しています。 

 ２点目に、今年度から２２人配置しております不登校対策サ

ポーターにつきましては、資格等は基本的に問いませんが、再

任用職員を配置しておりますので、大半が教職資格を持ってい

る、いわゆる教員になります。 

 
澤栄美 委員  大半が教員の免許を持っていらっしゃる方ということで今お

伺いしたんですが、ということは、例えば教室に入れなくて、

いわゆる別室にいるこどもたちに学習を指導することはできる

ということですね。持っていらっしゃらない方は学習の指導は

できないということになりますかね。中学校がほとんどという

ことでよかったですか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  澤委員おっしゃったとおりでございます。２２人全て中学校

の配置になっておりますし、２２人のうちお１人が資格はお持

ちでないとなっております。 

 
苫野一徳 委員  先ほどのフレンドリーやフレンドリーオンラインとも関連し

たんですけど、たしか本市の場合、フリースクールも場合によ

っては指導要録上の出席扱いということがあったと思います。

高校の中にそういったこどもたちも入っているということかと

思うんですけど、そういったこどもたちを全部除いてというと

あれなんですけど、つまりどこにもつながっていないこどもが

どれくらいいるかというのを、やっぱりはっきり把握しておく
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必要があるかなと思うんですが、それに関してどうでしょうか。 

 
勝田広幸 総合支援課長  苫野委員がおっしゃった部分になりますけど、フリースクー

ルにつきましても、もちろん指導要録上の出席扱いとしている

のと、この中に数字は含まれていることになります。それから、

どこにもつながっていないということになりますと、欠席日数

にもよるんですけど、私たちで特に重視しておりますところは、

１００日以上欠席していると、大体年間２００日ぐらいの出席

になりますので、大半は休んでいるというこどもたちの中でど

こにもつながっていない児童生徒は、大体例年４００人前後に

なります。増減はありますけど、ほぼ４００人前後です。 

 
遠藤洋路 教育長  苫野委員、よろしかったですか。 

 
西山忠男 委員  暴力行為の中身を見てみますと、対教師暴力がやはり小学生

で多いですね。今年はちょっと減っていますけど。これについ

てはこれまでいろいろ議論してきて、多少対策も取ってもらっ

たと思いますけど、その効果は現れていると思ってよろしいん

でしょうか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  委員の皆様ご存じのとおり、学校にメッセージ等を発信して

いる部分になりますけど、あれは令和７年度の２月ぐらいだっ

たので、この数字には反映はされていないと私どもは捉えてお

ります。 

 
西山忠男 委員  あれは吉里課長がやってくださったんですけど、その効果は、

現時点でどういうふうに把握してありますか。 

 
吉里麻紀 教育政策課長  政策課が取りまとめをしておりますけど、教育委員会全体で

取り組んだものでございます。効果としましては、学校現場か

ら、教育委員会からこのようなメッセージを発信したことに対

して、好意的な意見が寄せられており、教育委員会が学校を支

援する姿勢が伝わったとの声を伺っております。 

 保護者からのご意見というのは、現時点では把握をしており

ません。 

  
遠藤洋路 教育長  西山委員、よろしかったですか。 

 ほかにご発言はありませんか。 
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清田晃子 委員  この暴力行為の発生件数なんですが、Ｒ３年度からの上がり、

ものすごく増えていっていると思うんですけど、Ｒ７は減少に

はなっていますが、この増えた原因とかというのは何か分かっ

ている部分はあるんでしょうか。 

 
勝田広幸 総合支援課長  暴力行為も全国的にやはり増加傾向にあるので、Ｒ７年度の

数としては、前年度よりは減っているところですけど、本課と

してはＲ６年度が突出している部分があって、全体的に見ると

やはり暴力行為自体は増加傾向と考えております。 

  
遠藤洋路 教育長  これ、発生件数とありますけど、厳密に言うと認知件数とい

うか報告件数ですよね。ですから、実際に暴力行為が小学校１

００件から５００件に、この３年で５倍になったのかと言われ

ると、実際に５倍になったというよりは、数えて報告する数が

５倍になったということなので、発生が果たしてどこまで増え

たかというのは、これとはまた別の問題なのかなというふうに

は思いますけど。そこはいかがですか。 

  
勝田広幸 総合支援課長  事案を見てみますと、同じ児童生徒が繰り返しているとかが

ありますので、あくまでも学校が認知した発生件数です。関わ

っている児童生徒となった場合には、数は減ると考えます。 

  

澤栄美 委員  どこで見聞きしたのかちょっと覚えていないことなんです

が、やはりコロナのときに学校で共働でいろんなことをすると

いうことの経験が少なかったことが影響しているんじゃないか

というのも、たしか言われていると思うんですよね。だから今

後、いろんなそういう共働でやることとかが増えてきて、どう

なっていくのかというのも見ていくのもいいのかなと思いまし

た。やはりこどもたちが前を向いて食べるとか、グループ活動

もしないようにするとか、そういった中でやはりいらいら感が

募るとか、それとか人に対しての対応の仕方を日々の生活の中

で学んでいくとか、そういったことは確かに少なかったのかな

と。それがまた小学校が多いというところでいうと、幼児期に、

その時代だったこどもが身につけるべきものがやっぱりちょっ

と少なかったとか、そういうのもあるかもしれないなというふ

うに思ったところです。 
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遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。コロナの影響というのは確かにある

かもしれませんね、この中に。 

  
村田槙 委員  教育委員会から、学校園のよりよい教育環境を目指してとい

う形で、２月とそれから５月に、今年度の、メッセージを保護

者向けにすぐーるで配信をされていますよね。私も保護者側と

して受け取った者の一人なんですけど、やはり定期的に配信し

続けていくということが大切だなと思います。見ていない人も

やっぱりたくさんいるので、年に１回とかではなく定期的に、

毎月とかやるとそんなに何か敵視しているのかと思われてもあ

れなんですけど、毎学期とか定期的に発信していくという、伝

えていくということが大切じゃないかなというふうに思いまし

た。 

 
遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。おっしゃるとおり、やっぱり１回出

したらみんな見ているだろうということではないので、そこは

何回も繰り返しということが大事だと思いますね。 

 ほかになければ、本件は以上といたします。 

 

 

・報告（４）熊本市小中学校キャリア教育懇談会について 

 

《水田貴光 教育センター所長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  特にないようですが、せっかくなので、ここに出ている世話

係校長というのはどういう人なのかというのをちょっと紹介し

ていただけると。 

 

水田貴光 教育センター

所長 
 熊本市の校長会の役職で位置づけてあるもので、各教科等の

研究会の取りまとめ役を担っておられる役職の皆様です。 

 
遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 では、ほかにご発言がなければ、本件は以上といたします。 

 
 

日程第６ 自由討議 
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・長期欠席児童生徒等への支援について 

 

《勝田 広幸 総合支援課長 説明》 

 

遠藤洋路 教育長  では、この案件は澤委員からご提案があったかと思いますの

で、澤委員から、もしご発言がありましたらお願いいたします。 

 

澤栄美 委員  ４ページにありますように、非常に分かりやすい長期欠席児

童への支援体制というのを総合支援課のほうで、美術の先生が

中心になってつくられたということで、よくできているなとい

うふうに思っているところです。 

 その前のページ、３ページでまずはその学校内の教育相談体

制というところがあるんですけど、私の学校にいた経験からい

くと、ここのところが形としての校務分掌として設定されては

いるものの、実際にその動きとして外にどうやってつなぐかと

か、いっぱい挙がってきているこどもの中で、どの子に力を入

れてやるのかとか、そういったこともありましたし、それから、

さっき中学校で支援サポーターの方は中学校ですよねという話

をして、これまでも私が小学校にこそ欲しいというような話を

したことがあります。 

 そういう部分で、やはり校内で外のいろんな体制に行く前の

手だてというか、そういうのを整理していく必要があるなと思

っているんですね。そんな中で、この間、熊日新聞にも掲載さ

れていましたけど、出水南中学校の校内スクールみたいな、あ

れは私たちも、４人だったと思うんですけど、広島で福山市の

城東中学校というところがやっているのを見学に行かれた先生

が出水南中でもできないかということで、校長先生からもオー

ケーが出て、あれに似たようなものをされているというような

好事例もありますけど、小学校のほうで、私が先ほど言いまし

たように、やはりこどもたちがなかなか教室に入れないと、保

健室登校という、民間というか世間がつくった保健室登校とい

う言葉なんだというのを何回か申し上げていますが、そういっ

た形で養護教諭がそれを見ている、チームで見ていないという

例も多々あると思います。 

 そんな中で、西原小学校のほうで今年度からやられているの

がすごくいいなと思ったので、少し紹介させていただいてよろ

しいでしょうか。 
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 一つは、やはり別室、小学校に別室が置きにくいのは、場所

がないということと、人がいないということなんですね。こど

もをそこに置いていても、誰かがその支援をするということが、

人数がいない。というのは、担任の先生たちは大体毎時間授業

がありますし、ほかの職員もそれぞれ仕事があるわけですね。

それで保健室に流れるということもあるんですが、西原小学校

の場合は、やはり１２名ほどそういったこどもさん、ほかにも

いらっしゃると思うんですけど、対象のこどもさんがいたので、

サポートルームというのをつくったと。 

 そこに、さっきの不登校支援サポーター、ではなくて、教員

の免許を持っていらっしゃるのが条件となっている学校運営サ

ポーターが来られたので、その方がそこのステップルームを運

営するということで、教員もやられていたので特別支援とかそ

ういったことにもお詳しくて、その教室の中に各１２人のこど

もたちの１日の流れを自分たちで決めるという形があって、教

室に行く時間、２時間目は教室に行きますとか、ほとんどのこ

どもが、そこから２か月ぐらいですかね、そういう部屋ができ

て、ほとんどのこどもが教室のほうに行けるようになっている

ということで、もう一つ注目すべきことは、それに関わってい

る、そういうこどもたちに関わっているもちろん担任、それか

ら養護教諭、管理職、それから学校運営サポーターはもちろん

ですね、それと特別支援コーディネーター、そういった関係職

員が日々チームのチャットでこどもたちの様子をやり取りし

て、月に１回程度、チームでそのこどもたちの様子のケース会

議みたいなことをやっているということで、小学校でも人員が

そろえばできるんだなという好事例だなと思いましたので、学

校内のそのチームの運営ということで少し紹介させていただき

ました。ちょっと長くなりましたけど、以上です。 

 

遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

 では、自由討議ということで委員の皆様からご自由にご発言

をいただきたいと思います。どなたからでも結構ですので、お

願いいたします。 

 

苫野一徳 委員  先ほど、どこにもつながっていないこどもが４００人ぐらい

というお話がありましたので、やっぱりまずはそれが一番気に

なるなというのがあります。情報提供とか、どれくらい今、本

市がしているのか、ちょっと詳しくお聞きしたいなというふう
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に思います。先ほどのスライドでもいろいろとありましたけど、

事前にもう既にいろんな保護者たちにそういった、こういった

つながりがありますよということを周知されているのかどう

か、あるいはどの程度されているのかどうか、まずちょっとお

聞きしたいなと思います。 

 

勝田広幸 総合支援課長  先ほどのスライド資料４ページになります。こういった支援

がありますと各家庭にすぐーる等でお知らせをしております。

ただ、頻繁にというわけではありません。その前の段階の相談

機関をまずはお知らせすることが妥当な家庭もあります。織り

交ぜながらお知らせしている状況ですので、こちらはホームペ

ージにも記載はさせていただいているけど、学校から実際に相

談が保護者の方とできるようであれば、こういったものを直接

お見せできます。 

 
苫野一徳 委員  ありがとうございます。その４００人の状況というのも個々

別々だと思いますので、一概には何とも言えないところがある

と思うんですけど、私もたくさんの不登校のこどもたちやその

保護者の方々と関わってきて、やっぱり一番悩まれるのって、

いろいろとあるんですけど、まず最初の段階、孤立孤独ですよ

ね。だから、例えば親の会だとかこういったものも、本来行政

がそういったことをやっていくぐらいのもう現状じゃないかな

と思うんですね。そういう親同士でつながれるとか、そういっ

た不安を共有できるとか、情報共有できるとか、そういった対

応の場って今はどうですかね、教育委員会としてあるのかどう

か、ちょっとお聞きしてもいいでしょうか。 

 

勝田広幸 総合支援課長  苫野委員がおっしゃったみたいに、本課もこどもたちへの支

援だけではなく、一番身近におられる保護者の方への支援は、

今後充実させていかなければならないと考えております。現在、

小学校と中学校で私どもが把握している中では、親御さんの会

は、中学校３校、小学校２校、１３４校中の５校しかない状況

です。 

 コロナ禍になる前はもっと多かったように、私自身は把握し

ているところですけど、そういった機会を失って、再度立ち上

げるというところまで至っていないところはあります。一番身

近におられる保護者の方々への孤独感とか孤立感を少しでも軽

減するために、同じ思いを持っていらっしゃる方々のそういう
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機会はとても大事と思っております。時間外の開催とかいろい

ろ課題もあるけど、ぜひ学校にも広げていけないかなと考えて

いるところでございます。 

  
苫野一徳 委員  ありがとうございます。ぜひともお願いしたいと思いました。

それも、学校を越えてそういった場がいくつか教育委員会主催

であってもいいかなと思います。本当にニーズは大きいと思う

んですよね。なので、そういった保護者の方々が集まって情報

交換してつながって、もうこれだけ全然違うと思いますので、

必要なところに、場合によってはこの４ページの図を基にして

いろいろとつないでいくご提案とかもできるといいんじゃない

かなというふうに、まずは思いました。 

 
澤栄美 委員  今のような会は、例えば校区単位とかでまず始めてみるとい

うのもいいのかなというのは一つ思いました。それと、こうい

うのを知っているのかというところでいうと、私の仕事上では、

対象者には紹介をしています。例えばフレンドリーとか、こう

いうのもありますよ、フレンドリーオンラインというのもあり

ますよということで、そこら辺から始めてみてもいいですねと

いうことを、スクールカウンセラーとしてお話はしているので、

ほかのスクールカウンセラーもそういうことはしているのかな

というふうに思っています。 

 
遠藤洋路 教育長  ありがとうございます。 

  
西山忠男 委員  スクールカウンセラーの話ですけど、５枚目のスライドを見

ると、相談延べ人数が１万１，０００と非常に多い人数ですよ

ね。これだけのやはり延べ人数だとなかなかゆっくり相談する

ということも難しいんじゃないかと思うんです。 

 それで、次のページには、教職員からスクールカウンセラー

のコンサルテーションを受ける時間が取れないという、これは

教員側の問題もあるかもしれませんけど、やはりスクールカウ

ンセラーが非常に忙しくしていて、学校に滞在する時間も短い

ということがあるんじゃないかと思うので、このあたりもう少

しスクールカウンセラーを増やすなりして充実させていけれ

ば、もうちょっとよくなるんじゃないかなと思うんですけど、

それは財政的にかなり難しいことでしょうか。 
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勝田広幸 総合支援課長  時間増は、財政の課題もあると思いますし、いつでも相談で

きるような体制を考えれば、スクールカウンセラーが例えば常

駐するというところも、今後考えていかねばと思っております。 

 
村田槙 委員  今のお話に関係すると思うんですけど、やっぱり人数が足り

ないというか、スクールカウンセラーを増やしてほしいという

のはもう大分いろんな方々からも、現場の話もお聞きしますけ

ど、学校の規模によっては月に１回、その中でも生徒さん何人

までとかというのがすごく数が限られていますよね。常に埋ま

っているという状態だと、例えば、教職員の方々や保護者の方

が利用できないとかご相談ができない。教職員の方は、相談機

関というのはほかにもあるとは思うんですけど、そのＳＣと話

がしたいという先生もきっと多くいらっしゃると思うんですよ

ね。 

 それから、ＳＣの方とこどもたちとの相性もとても大切だな

というのをいろんな方からお話聞いていて思っていて、話し方

や言葉かけの受け取り方というのは、とても個人差が大きいと

思っていて。それは大人同士の会話とかコミュニケーションと

か人間関係づくりでも、とても大変なときもありますけど、保

護者は気にならなくても、こどもがこの人には相談しづらいと

か、そういう場合にやっぱり選べるというか、言葉はあれです

けど、ほかの先生にとか、そういう選択肢がやっぱりあったら

いいのかなというのは思いました。 

 同じ言葉でも、立場とか積んできた経験とかによって刺さり

方というか、それがまた全然違ってくるというのも話を聞いて

いて思っているところです。ただ、このお子さんにはどれくら

いの距離感で、どれくらいの言葉の温度で話をすると安心して

受け止めてもらえるかとか、安全に感じてもらえるかというの

は、短いその面談時間とか限られた回数の中で見極めていくと

いうのは、とても大変だと思うんですよね。ゆっくり関係づく

りをしていたほうがいいなというお子さんもきっといて、でも、

いきなり面談とか、数回で結果を出さないといけないとか、そ

ういう別の面の重責、重圧とか責任というのもあると思います。

そのあたりをＳＣの方々が工夫されるのがとても大変なんじゃ

ないのかなというふうに、日頃思っているところです。 

 

清田晃子 委員  先ほど苫野委員がおっしゃった不登校の保護者の方の会とい

うのは、すごく必要じゃないかなと思っていて、やっぱり同じ
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状況の人じゃないと自分の気持ちを分かってもらえないとい

う、そのやっぱり保護者の方もお子さんにどう対応していいの

か、どう接していいのか分からない保護者の方もいらっしゃっ

て、何かもう部屋から出てこないから話もしてもらえなくて、

どう接していけばいいか分からないという話を聞いたときに、

やっぱり同じ状況にいらっしゃる保護者の人だったら、その気

持ち分かるよと言ってくれるけど、ちょっと経験していない人

は、そうなんだねで終わってしまうと、やっぱり私の気持ちを

分かってくれる人がいないという保護者の方が出てきてしまう

と、いい方向には行かないと思うので、ぜひ保護者の会を、あ

と同じ学校の保護者とは話したくないという方もいらっしゃる

ので、知られたくない、うちの子が不登校になっているという

ことを知られたくないという方もいらっしゃるので、同じ学校

の中でその会をつくるのではなくて、ちょっと離れているほう

が逆に参加しやすいという方もいらっしゃると思うので、ぜひ

こちらは検討していただければなと思っています。 

 

遠藤洋路 教育長  今のって、ＰＴＡとかでやるとかというのはないんですか。 

 
清田晃子 委員  ＰＴＡだとどうしても単Ｐで、一つの学校で会長が、やる気

のある会長だったらそういうのをやってみようという発言が出

たりもするんですけど、どうしても同じ学校の保護者に知られ

たくないという保護者からすると参加がしにくい。なので、市

Ｐ全体でそういうのをやれればいいんですけど、そもそも不登

校のお子さんを持っている保護者さんは、ＰＴＡにも入会され

なかったりとか、ＰＴＡと関わらない方も多かったりするので、

ちょっとＰＴＡで力を出せる部分と出せない部分もあるかなと

いうふうに思います。不登校のお子さんを持っていてもＰＴＡ

に積極的に関わる保護者の方もいらっしゃるんですけど、どち

らかというとちょっと積極的には関わらない方のほうが多い印

象ですね。 

 
澤栄美 委員  ふと思いついたんですけど、そういった不登校の保護者の会

というのをオンラインでするというのもありかなと思ったんで

すよね。というのは、一つは、ちょっと少し話がずれるんです

けど、カウンセリングしていて、不登校とか学校に行きづらく

なっているとか、そういうこどもさんの親御さんって結構ネッ

ト情報を見ているんですよね。もうあまり見ないようにしまし
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ょうと言うんですよ。もう次から次に悪いイメージが入ってく

るので、それよりやっぱり正しい情報を持っている人とかと話

すことのほうが大事ですよと話をするんですけど、それを思っ

ていたときに、オンラインだったら顔出しなくてもできるし、

名前だってニックネームでもできますよね。だからそういうの

をつくって誰かコーディネートする人がいて、自由に話し合え

るとかいうのを何かやってみてもいいのかなというふうに思い

ました。 

 それとさっきの４００人の話なんですけど、自分が相談活動

やっていての肌感覚なんですけど、やはりご家庭の養育能力に

ちょっと厳しい部分があるなというのも、何かもしそういうの

が分かっていれば、４００人のうちどのくらいそういう方がお

られるのかなというのを聞いてみたいんですけど、とにかく学

校から連絡しても全然反応がないとか、そういった人たちもい

るなと思ったときに、そのときこそがＳＳＷの出番だったりす

ると思うんですね。 

 それを考えたときに、それとは限りませんけど、ＳＣとＳＳ

Ｗと一緒になって解決していく、これはちょっとＳＳＷの出番

だなと思い、優秀なＳＣ、ＳＳＷに関わる担当者が学校にいる

場合はそこをうまくつないでくれるんですけど、なかなか若い

人とかが担当になっている場合は、その仕組みとかもよく分か

らずにやっていたりもするので、さっきコンサルテーションを

受ける時間がないというのもありましたけど、そういうＳＣと

ＳＳＷが話し合う時間というのもちょっと不足しているという

のはあるんですよね。 

 私は守秘義務があるので、ちょっと時間がずれていても、Ｓ

ＣとＳＳＷが、例えばＳＳＷは業務用の携帯を持っていますの

で、そこと連絡し合うということはできると思うんですが、や

っぱり守秘義務があるので、外でＳＳＷと連絡取ってはいけな

いとＳＶにお尋ねしたらそんなふうに言われたんですけど、何

かもっとそれがつながるいい方法がないかなというふうなこと

は、日々、特にご家庭の環境がとても大変な状況というときは、

とても思います。 

 困っている方はまだ誰かに助けを求めることができる、困っ

ていらっしゃらないという、そもそも、そういうところもある

かなというのは思います。 

 

遠藤洋路 教育長  分かりました。今の点は、総合支援課から何かコメントあり
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ますか。 

  
勝田広幸 総合支援課長  ありがとうございます。実際にフレンドリーオンラインを利

用していらっしゃる保護者の方は、リモートで保護者会を催し

ています。清田委員からありましたように、同じ学校の保護者

とは、というのもよく分かります。実は年２回フリースクール

の連絡協議会をやっておりまして、昨年度２回目は各民間施設

の取組をご紹介いただいた際に、座談会をできるようなスペー

スを考えていたんです。同じような思いを持っていらっしゃる

方々がお集まりになられると、そこで会話がまた繰り広げられ

ないかなという場を設けたんですけど、予想外にたくさん来ら

れたものですから、その場がつくれず、というところもありま

した。そういう機会をリードは学校がやっていったほうがいい

という気はしています。いきなりＰＴＡというのも難しいので、

リードの部分は学校から始めて、徐々にそういったところに移

していくという機会はあってもいいのかなと思います。 

 私自身の経験としては、私が勤務していた学校では実際に学

期に１回やっていたんです。このメリットは、前年度にそうい

った思いをなさっていた保護者の方を実際にゲストとしてお呼

びするんです。先輩のお父さん、お母さんからの話はとても心

にしみる部分があって、そこで、いろんな先輩からの経験のお

話を聞かれ、とてもありがたく思っていらっしゃったと思って

います。私自身が経験した部分も含めて、少し広げていければ

と思っています。 

 
遠藤洋路 教育長  フレンドリーオンラインの保護者会を、保護者版をつくった

らどうですか、総合支援課で。 

 
勝田広幸 総合支援課長  今、皆さんからいろいろいただいたアイデアを集約しながら、

ぜひそういった機会を検討していきたいと思います。 

 

遠藤洋路 教育長  苫野委員にやっていただいて。 

 
苫野一徳 委員  それも喜んでお引受けいたしますので。さっきの４００人の

話、やっぱり気になっていて、差し支えのない範囲で、どうい

う状況かもし教えていただけることがあれば教えていただきた

いなと、差し支えない範囲で。やっぱり学習権が保障されてい

ないというのは、多分行政としては一番そこは敏感にならない
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といけないところだと思います。教育を受ける権利というもの

をやっぱり社会の責任として保障するということがあると思い

ますので、もしもその権利が奪われてしまっているのであれば、

是が非でもそこの保障をしなきゃいけないということだと思い

ますので、今の現状と、つまり全くその教育の機会がなかった

としたら、それは本当に大問題なので、その辺の実情ですね、

もしお分かりであれば、差し支えない範囲でお聞かせいただけ

ればなと思うんですが。 

 
勝田広幸 総合支援課長  先ほど４００人前後と言いましたけど、実際には、この４０

０人の中に目視すら難しい、学校が出向いてもお会いすること

ができないご家庭も、少数なんですけど、存在しています。い

ろんな手で配布物であったりとか学習のことに関してもいろい

ろお持ちするけど、実際に手元に行き渡っているのかどうかす

ら、確認するのが難しいところもあります。 

 
苫野一徳 委員  ということは、こどもと会うことも難しい状況があるという

ことですね。その場合ってもはや教育委員会だけではどうしよ

うもないことだと思うので、何か福祉のほうであったり、連携

して、これは多分こどもの権利保障ということを考えると、何

としてもそこはつながらなきゃいけないような案件なんじゃな

いかなと思うんですよね。そのあたりってどうなんでしょうか

ね。 

 
勝田広幸 総合支援課長  苫野委員がおっしゃったみたいに、学校だけの力では非常に

難しい場合には、関係機関と連携をしながら、特に健康福祉局

であったり、各区保健こども課であったり、あるいは児童相談

所であったりという協力も得ながら、家庭には接するところで

す。それでもつながらないという難しさは、やはりあります。 

 
苫野一徳 委員  そのあたり、私もなかなか詳しくないので何とも言い難いん

ですけど、やっぱり権利が侵害されているという場合、ある程

度の、介入の必要があるのかなと思うんですよね。そのあたり

ってどうなんですかね。どこまで介入してよいのか、あるいは

すべきなのか、しているのか、そのあたりはお分かりでしょう

か。 

 
勝田広幸 総合支援課長  先ほどのスライドにもありましたように、校内の教育支援体
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制の中にスクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー

だけではなくて、いろんな行政機関が入る、警察スクールサポ

ーターにも協力をいただきながらという場合もございますし、

それぞれの機関の業務で、お互いに役割分担しながらやってい

る実情はございます。 

 それでも保護者から、ほかとのつながりを拒まれるご家庭も

ありますので、非常に難しいところはあります。ケース会議を

開いて、それぞれの担当でやれる範囲を分担しながら、対応し

ていっている状況でございます。 

 

苫野一徳 委員  ありがとうございます。またおいおい分かったときに教えて

いただければと思うんですが、法的なところですかね、親の権

利とこどもの権利を考えたときに、やっぱりこどもの権利保障、

何がしかの形で行政が介入して保障しなきゃいけないというと

きがあると思うんですよね。それをどの程度までやることがで

き、やるべきなのかということを、ある程度はっきりと理解し

ておきたいなというふうに、自分でも調べますけど、何がしか

の形の介入ですよね、それやっぱりやらないと、こどもの一番

大事な基本的な権利が侵害されちゃうということになるので、

そこのところ、ちょっと私ももうちょっと調べてみたいなとい

うふうに思いました。 

 
澤栄美 委員  要対協というのがあって、要保護児童対策地域協議会、これ

は熊本市も持っていて、たしか東西南北ですか、中央区も。構

成メンバーが児童相談所、市町村、それから学校、保育所、医

療機関、警察などということで、やはりそういう、虐待を受け

ているこどもとか養育支援が必要な家庭に対して、地域の関係

機関が連携して適切な支援を行うということで、定期的にそう

いう会は行われていて、私はＳＳＷの出番じゃないかと言った

のは、結局そこに、学校が発見したときに、その家庭につなが

ったり、担当の保健師さんにつなぐというのがやっぱりＳＳＷ

の仕事なんですよね。 

 去年新潟に行ったときに、同じ規模でＳＳＷが２人でしたか

ね、ということで、２１人いる熊本市って何てすばらしいんだ

と思うんですけど、そういったところで活躍して、なかなかそ

れでも動かない保護者の方もいらっしゃるとは思うんですけ

ど、そういうのがあるということを一つ、もしご存じなかった

らと思って。 
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遠藤洋路 教育長  こどもの権利ということで言えば、確かに行政が介入しない

といけない場面もあるのかもしれないですね。苫野委員がおっ

しゃるように、法律的には保護者に、学校にこどもを行かせな

いという場合は教育委員会が就学の督促をして、罰則もあると

いう仕組みはありますけど、なかなかそれを実際に発動する場

面は、熊本市においてはない。ただ、もし全然連絡も取れない

とかいう場合には、そういうきっかけというのもあるのかもし

れないですね。こどもが行きたくないとか、そういう場合は当

てはまらないかもしれないですけど、こどもの状態も確認でき

ないという場合は、何らか強制力を持った措置も考えてもいい

のかもしれないですね。 

  
苫野一徳 委員  ちょっと話は変わってしまうんですけど、今回の議題が学校

になじめないこどもの支援について今後さらなる成果を上げて

いくためにということなので、未然にやっぱり不登校にならな

いような学校環境づくりということがやっぱり基本だと思いま

すので、そこについても考えたいなと思います。 

 私、しばしば申し上げている名古屋の山吹小学校、不登校ゼ

ロになったというこの実績を考えると、やっぱりいわゆる学び

の在り方を大きく変えた、これはインクルーシブ教育も関係し

てきますので、今後やっぱり通常学級の学びの在り方をちょっ

とずつちょっとずつ、こどもたちが自己選択、自己決定の場を

増やしていけるような、そういう授業づくり、それから対話を

通してクラスや学校をつくっていく、常にこどもたちが声を聞

かれる。 

 本当、授業すらやっぱり共同創造なので、校則であったりと

か行事であったりとか授業であったりとか、日常的にこどもた

ちの声が聞かれ、こどもたちの声で学校やクラスや授業や行事

がつくられていくという、こういう学校づくり、授業づくりを

ぜひこれもセンターと一緒に、何か私もできることがあればし

たいなと思いますけど、そういった授業づくり、学校づくり、

これが結局のところやっぱり一丁目一番地だと思いますので、

インクルーシブ教育の実現ということも関連して、ここにもっ

ともっと力を入れていきたいなというふうに思います。 

 
西山忠男 委員  ちょっと苫野委員に質問ですけど、その不登校ゼロになった

というのは非常にすばらしいと思いますし、授業づくりが大事
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だという話も分かるんですけど、私の娘が不登校になったんで

すけど、そのあたりの話をずっと聞いていると、やはり人間関

係が一番大きいんですよね。それで、授業づくりを今おっしゃ

るようにやっていったら、人間関係もよくなって、不登校がな

くなるんでしょうか。 

 

苫野一徳 委員  まさにそこなんですよね。例えば、私が学びの個別化・協働

化・プロジェクト化の融合と呼んでいるような学びの在り方だ

と、自分のペースで自分に合った学び方で、いつどこで誰とど

んなふうに学び合うかというのを自己選択、自己決定しながら

学ぶんですけど、それが孤立した学びじゃなくて、緩やかな協

働性に支えられているというのが非常に大事で、必要に応じて

誰かの力を借りられる、自分も誰かの力になれる、自分の学び

のペースとかレベルとか場所とか、そういったものが尊重され

ますので、お互いを尊重し合えるんですよね、お互いの学びを

尊重するという中で、必要に応じて人間関係のこれ、面白いの

は濃い薄いを超えて、学び合えるんですね。 

 多分、日常的に例えば小学校とか中学校とかで、ふだん学校

の中でどれくらいの友達とコミュニケーションしているかとい

ったら、実は意外に一部なんですね。数人としか多分コミュニ

ケーションってあんまりしないんですよ。だけど、こういう日

常的な緩やかな協働性の中で学び合うと、恐らくほとんどの友

達と、クラスメートと１日の中で会話をするということが起こ

る。人間関係が非常に限定的になると、ここでトラブルが起こ

るともうアウトということがあると思うんですけど、ほかにも

学年を時に超えて、場合によっては地域ぐるみだと地域の人た

ちとも関わり合えるし、学年を超え地域を超えというふうにい

ろんな人間関係が広がってくると、こっちが駄目でもこっち行

けるとか、そういうことが起こってくるので、非常に包摂性が

高まるんですね。なので、やっぱりその授業の在り方が変わる

ことで人間関係が変わっていって、不登校にならなくてもよく

なるという、そういうことは大いにあるかなと思います。 

 
澤栄美 委員  一つだけちょっと言い忘れたことがあって、さっき長期欠席

の子の人数の中に、フレンドリーとかフレンドリーオンライン

の数入っているんですかというのをお伺いして、苫野委員のほ

うからは、フリースクールの人数もということで、増えている

んだけど、自分なりの学びの場を選択しているこどもがいると
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いうところで、学びの場の多様化が進んでいるというのも、も

しかしたらその人数を分析してみると、何か実際には全く学習

の機会がないという、そういうこどもたち、案外減っていたり

するかなと思ったので、それもちょっといつか機会があったら、

お忙しい中と思いますけど、時間があるときにと、ないかもし

れませんが、そういうのも調べてみてくださるといいなと思い

ました。 

 

苫野一徳 委員  すみません、ちょっとその点に関しても、前もちょっと申し

上げたことがあるような気がするんですけど、多様な学びの機

会の確保ということに関して、それはそれで非常に大事なこと

なんですよね。やっぱり問題は大きく２つあって、一つはやっ

ぱり経済力に依存するというところが、フリースクールに通う

とか、オルタナティブに行くとかいうのはやっぱり非常にお金

かかりますので、これ、今後行政的にいろいろとさらに支援を

拡充していくという必要は多分あるだろうなと思います。これ

が一つ目の課題ですね。 

 あともう一つ、これ、ちょっとやっぱり最近気になっていて

前に申し上げたんですけど、教育機会が多様化すると、じゃ、

そっち行けばいいじゃないという排除の論理につながるんです

よね。これ非常に大きな問題で、やっぱり学校をもっと包摂的

にしていくというのがもう原則で、その上で多様な教育機会が

学校外にもあるという構造にしていかないと、排除の論理が働

いてしまうというこれは本当にゆゆしきことで、割とそういう

ことも起こりつつあるので、このことはちゃんと念頭に置いた

上で、まず学校、地域の学校をもっともっと包摂的にしていく

という、この大原則を忘れないようにしていきたいなというふ

うに思います。 

 
遠藤洋路 教育長  今の澤委員と苫野委員のご意見に関連して、指導要録上の出

席扱いになっている人数というのは分かるんですかね。 

  
勝田広幸 総合支援課長  すみません、すぐは出せませんけど、それは調べれば出せま

す。 

 
遠藤洋路 教育長  その人数が毎年どんなふうに推移しているのかも分かれば、

この長期欠席の児童生徒数と合わせてみれば、澤委員がおっし

ゃったように、ほか学びの場を見つけているこどもが増えてい
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るのか、そうじゃないのかも分かると思うので、それも一つ参

考としては、データとしてはあってもいいのかなと思います。 

 時間的にもちょうどいいぐらいですので、では、ほかにない

ようでしたら、本件は以上といたします。 

 
 

【非公開の審議】 

日程第３ 議事 

・議第３９号 歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分に対する意見について 

 

《吉里麻紀 教育政策課長 提出理由説明》 

 

〔採決〕  【原案どおり承認された】 

 

〔閉会〕  

遠藤洋路 教育長  以上で本日の会議日程は全て終了いたしました。 

 では、ほかになければ、以上で令和８年６月定例教育委員会

会議を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 

 


